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住居表示整備事業のお知らせ
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．
．

胤

壕
蓄
、
も
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蕊
ず
㌔
ず
痴
、
碑
、
“
鵡

島
卿

　
鰭
、

瞬
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㌃』

新
町
名
・
新
町
割
決
ま
る

　
　
　
　
さ
わ
　
ば
た
ち
ょ
う
　
　
　
ま
す
　
お
か
ち
ょ
う

　
　
　
　
沢
端
町
・
益
岡
町

　
　
　
　
お
お
　
て
　
ま
ち
　
　
　
は
ち
　
ま
ん
ち
ょ
う

　
　
　
　
大
手
町
・
八
幡
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
月
［
日
よ
り
実
施

市
は
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
住
居
表
示
整
備
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
が
、
今
年
度
の
整
備
対
象

地
区
の
町
名
お
よ
び
町
割
り
が
三
月

議
会
に
諭
い
て
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
、
七
月
一
日
の
実
施
に
向
け

て
、
関
係
地
区
住
民
の
皆
さ
ん
に
対

し
て
説
明
会
を
開
催
す
る
ほ
か
、
街

区
符
号
、
住
居
番
号
の
付
定
等
の
諸

作
業
が
あ
り
ま
す
。
住
民
の
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
住
居
表
示

整
備
事
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

住
居
表
示
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、

都
市
計
画
課
総
務
係
豊
五
－
二
一
一

一
内
線
二
三
ニ
ヘ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
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鈷
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ド
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窯
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．
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職
．
帝
郵
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聯
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渉

グ

匹萩醤雛

住居表示整備事業町割り図（62．7．1実施）

昭和62年

春の欝鶯繋黛県民総ぐるみ運動

交
通
安
全
は
茶
の
間
か
ら

　
こ
の
運
動
は
、
県
民
『
人
ひ
と
り
に
交
通
安
全
知
識
を
普
及
し
、
交
通
安

全
思
想
の
高
揚
を
図
る
と
と
も
に
、
正
し
い
交
通
ル
ー
ル
と
交
通
マ
ナ
ー
の

実
践
を
習
慣
づ
け
て
、
交
通
事
故
防
止
の
徹
底
を
図
る
た
め
に
実
施
す
る
も

の
で
す
。

子
ど
も
と
高
齢
者
の
　
　
は
か
る
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
歩
行
者
・
自
転
車
利
用
者
は

　
　
　
交
通
事
故
防
止

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
正
し
い
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
り
、

運
転
を
励
行
す
る
。

5月11日（月）～5月20日㈱間

闘
正
し
い
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
の

　
　
実
践
啓
発
と
指
導
の
強
化
”

　家

庭
で
は

◎
母
親
が
手
本
を
示
し
「
と
び
だ
し

を
し
な
い
こ
と
」
や
「
正
し
い
横
断

の
仕
方
」
な
ど
具
体
的
な
ル
ー
ル
と

マ
ナ
ー
を
話
し
あ
い
、
わ
か
り
や
す

く
教
え
る
。

◎
高
齢
者
の
特
性
を
と
ら
え
、
具
体

的
に
交
通
安
全
運
動
に
つ
い
て
教
え

る
。◎

家
族
が
外
出
す
る
時
に
は
、
必
ず

「
と
び
出
し
は
し
な
い
こ
と
」
や
「
信

号
を
守
る
こ
と
」
な
ど
、
ひ
と
声
か

地
域
で
は

安
全
な
乗
り
方
や
正
し
い
歩
行
横
断

に
努
め
る
。

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・

ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
の
徹
底

若
年
運
転
者
の

　
無
謀
運
転
の
追
放

副
瓠
畷
搬
ω
掛
化
の
∴
灘
霧
鱒
脇
麟
騰
鋒
騨

期
け
る
．

施
◎
学
校
・
老
人
ク
ラ
ブ
簿
お
い
て
◎
「
モ
デ
ル
地
区
」
「
モ
デ
ル
事
業
所
」

実
交
通
安
全
運
動
農
開
し
、
種
に
を
設
定
し
地
榛
る
み
、
職
場
ぐ
る

　
　
応
じ
た
具
体
的
・
実
践
的
な
交
通
安
　
み
の
運
動
を
強
力
に
展
開
す
る
。

　
　
全
の
指
導
を
徹
底
す
る
。
　
　
　
　
　
運
転
者
は

　
　
◎
街
頭
指
導
・
保
護
活
動
の
強
化
　
　
◎
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を

　
　
◎
自
転
車
の
街
頭
整
備
点
検
の
励
行
　
正
し
く
着
用
す
る
と
と
も
に
、
向
乗

　
　
と
「
T
S
マ
ー
ク
」
の
普
及
促
進
を
　
者
の
正
し
い
着
用
に
も
努
め
、
安
全

◎
交
通
安
全
家
族
会
議
を
開
催
し
、

家
族
ぐ
る
み
に
よ
る
正
し
い
着
用
の

推
進
を
は
か
る
。

◎
車
で
出
か
け
る
家
族
に
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
．
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
正
し
く
着
用

し
安
全
運
転
を
行
う
よ
う
に
声
を
か

け
る
。地

域
職
場
で
は

”
酒
の
み
・
速
度
違
反
等

　
無
諜
運
転
追
放
気
運
の
醸
成
”

◎
家
庭
で
は

◎
無
謀
運
転
（
特
に
酒
の
み
運
転
・

速
度
違
反
）
の
危
険
性
・
罪
悪
性
、

さ
ら
に
は
交
通
事
故
の
悲
惨
さ
と
責

任
に
つ
い
て
み
ん
な
で
話
し
あ
い
、

無
謀
運
転
追
放
お
よ
び
安
全
運
転
の

励
行
に
つ
い
て
決
意
を
強
め
る
。

地
域
職
場
で
は

◎
各
種
会
合
等
の
機
会
を
と
ら
え
、

通
安
全
教
育
・
指
導
を
強
化
す
る
。

　運転者

は

◎
交
通
社
会
の
一
員
と
し
て
の
責
任

を
自
覚
し
、
安
全
運
転
五
則
の
実
践

に
努
め
る
。

画蜜全

運
転
恥
血
則

［
、
安
全
速
度
を
必
ず
守
る
。

二
、
カ
ー
ブ
の
手
前
で
ス
ピ
ー
ド
を

　
落
と
す
。

三
、
交
差
点
で
は
必
ず
安
全
を
確
め

　
る
。

四
、
一
時
停
止
で
横
断
歩
行
者
の
安

　
全
を
守
る
。

五
、
飲
酒
運
転
は
絶
対
し
な
い
。

綱麟交趨安塗鐸間灘コーガン冒“
宮城県〉　交通安全は茶の間から
　　　　　　～人ひとりがルールとマナーを守ろう～
全国レ運転者に対するもの
　　　　　「乗る人に　ベルトすすめる　思いやり」
　　　　歩行者・自転車利用者に対するもの

　　　　　「安全を　いつも心に　ふあペダル」
　　　　こどもからの募集
　　　　　「とび出すな　ぽくたちみんなの　合言葉」
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行政区長に58人
　　　去る4月16日、市役所大会議室におい

　　て行政区長委嘱状交付式が行われまし

　　た。区長の職務は、行政区内自治会との

　　連絡調整・納税に関すること・文書広報

　　等の自治会への送達・各種調査と報告な

　　どです。任期は3か年となっています。

諜

「
誤

喚
．

、
恥

瀬
「
〔
撫
翻
、
悼
。
ξ

噸糟・隊

麗パ

勤

1』

昭和62年4月1日～昭和65年3月31日任期行政区長名簿

行政区長名行政区名地区名行政区長名行政区名地区名行政区長名行政区名地区名

男三藤斎月1白

1行政区

川
区

白
地

典　市田山上郡山

治半田半山君B

七幸鶏徳上ぐ立
イ屯

敏菊地下滝

雄勇村　上箆尾

又年夫鹿原

今朝男賀力口

山ノ下

伝高野
マ中

雄幸高　野根山

人百下日宮八

久城山新八宮西

男輝部阿区西

治佐藤要区南

男陸間平区東

橋一郎高区オヒ

治佐藤政住三

雄光見伏王蔵

稔木鈴亡’じr不

二鈴木川原子

17行政区

福

岡

地

区

誠大庭小下倉

25行政区

夫多喜山古南河越

幸吉島八1可越

助大久保善南五賀

健　郎佐久聞賀五

士’し、藤正斎平

5行政区

精永末原

藤吉雄遠町屋敷

直菅野政中斎月1

大正村　上鹿ノ子

4行政区

高橋昭義平大

1行政区

志武藤遠西

藤章夫佐南

蔵歳藤佐東

豊沢半原小

1行政区

原
区

小
地

白
　
石
　
地
　
区

誠藤佐田丁南

月券　郎間平田丁田

操幡中田丁本

格泉茂田丁中

越
　
　
河
　
　
地
　
　
区

甚車甫谷津
田丁長

渡辺益宏亘理町

男正津大短ケ田丁

三貞藤斎田丁新

弥富葉千西益岡

雄三藤佐中益岡

斎
　
川
　
地
　
区

治渡　辺　矢口東益岡

量吉田山清水小路

一喜地曳田丁寿

よ
転」

金子
田丁柳

正治郎目中本郷第一

大平

地区

男増久須見〃第二

新治郎堀米”粥二

治甲大橋北

4行政区

大
　
鷹
　
沢
　
地
　
区

實妻我〃第四

英一藤斎山寿

吉円跡　部巣鷹

藤　利喜郎後緑が丘

雄β立ロ亦是田丁旭

悔

臼

石

地

区
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ぼ
く
ら
の
ま
ち
の
会
社
訪
問

⑰

㈱
レ
ジ
ー
ナ
自
石
工
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▽
白
石
市
郡
山
字
弥
陀
内
別
1
1

　
こ
の
工
場
は
、
米
国
に
輸
出
す
る

下
着
類
の
専
門
メ
ー
カ
ー
と
し
て
設

立
さ
れ
た
の
で
、
社
名
を
『
レ
ジ
ー

ナ
』
と
名
付
け
た
そ
う
で
す
。
完
全

輸
出
型
の
会
社
で
し
た
が
、
昨
今
の

円
高
の
た
め
6
1
年
度
の
業
績
は
ふ
る

わ
な
か
っ
た
と
い
い
ま
す
。
そ
こ
で

現
在
、
経
営
方
針
を
完
全
輸
出
型
か

ら
段
階
を
経
て
国
内
向
け
の
ブ
ラ
ウ

ス
や
、
各
種
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
の

製
品
に
切
り
替
え
中
で
す
。

　
「
米
国
は
湿
度
が
低
い
の
で
ブ
ラ
ウ

ス
の
生
地
に
し
て
も
、
あ
ま
り
吟
味

し
な
く
て
も
よ
い
の
で
す
が
、
日
本

饗～　　　　施沖．。

諦　懇釜麟レ馨画轡

募☆、，

欝振．灘〆、　、

の
場
合
は
湿
度
が
高
い
た
め
、
通
気

性
の
よ
い
生
地
を
使
用
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
米
国
に
は
季
節

毎
に
衣
類
を
出
し
入
れ
す
る
習
慣
も

な
い
よ
う
で
す
ね
」

　
「
こ
の
工
場
の
特
色
は
、
他
の
工
場

で
は
男
の
仕
事
と
さ
れ
て
い
る
プ
レ

ス
や
車
で
の
集
配
も
女
子
社
員
が
し

て
い
る
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

と
笠
原
工
場
長
さ
ん
汐

　
女
子
5
0
名
、
男
子
4
名
の
平
均
熟

練
度
は
6
年
。
ブ
ラ
ウ
ス
な
ら
一
日

千
六
百
枚
は
縫
製
で
き
る
と
い
う
技

術
を
生
か
し
て
、
今
後
は
付
加
価
値

の
古
岡
い
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ナ
ブ
ル
な
製
品

の
製
作
に
転
換
し
て
い
く
そ
う
で
す
。

　
社
員
の
子
ど
も
が
入
園
・
入
学
の

際
は
お
祝
い
の
記
念
品
を
贈
り
、
忘

年
会
も
全
員
が
参
加
で
き
る
よ
う
に

緊
急
の
場
合
は
す
ぐ
帰
室
で
き
る
範

囲
内
で
行
い
社
員
間
の
親
睦
を
図
っ

て
い
ま
す
。

　
社
員
全
員
が
団
結
し
、
楽
し
く
働

い
て
豊
か
な
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に

す
る
こ
と
が
社
の
モ
ッ
ト
ー
と
い
う

レ
ジ
ー
ナ
白
石
工
場
。

　
心
の
こ
も
っ
た
、
よ
り
完
成
度
の

高
い
製
品
づ
く
り
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　
　
　
　
市
　
　
長

4
月
3
目
㈹
　
大
平
小
再
建
の

　
　
　
　
　
た
め
文
部
省
に
陳
情

　
再
建
を
現
在
の
場
所
に
す
る
か
、

移
転
し
て
広
い
面
積
を
確
保
す
る
か

検
討
中
で
あ
っ
た
が
、
移
転
再
建
の

方
針
が
教
育
委
員
会
で
決
定
！
　
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
よ
っ
て
地
権

者
と
の
交
渉
に
入
っ
て
い
た
。

　
地
権
者
の
方
が
た
の
了
解
を
得
た

と
の
報
告
を
受
け
、
遠
藤
法
務
大
臣

に
お
願
い
し
、
文
部
省
に
一
日
も
早

い
再
建
を
陳
情
す
る
。

　
大
変
好
意
的
で
む
し
ろ
励
ま
さ
れ

て
帰
白
。
勇
気
百
倍
で
再
建
の
決
意

を
か
た
め
る
。
　
へ
後
日
、
県
教
育
庁

財
務
課
か
ら
大
平
小
再
建
が
、
文
部

省
助
成
課
で
優
先
順
位
の
第
一
位
に

つ
け
て
い
た
だ
い
た
旨
連
絡
が
あ
つ
た
。

16

日
㈲
　
行
政
区
長
委
嘱
状
交
付

　
五
十
八
名
の
行
政
区
長
に
委
嘱
状

　
　
　
　
躯

　
r
彰
急
哉
聾

　
ヂ
ハ
や
　
　
　
れ
　
　
　
み
む
み
チ
ヂ

　
　
　
　
　
鑛

　
　
　
　
　
　
詫
ミ
　
　
　
η
祭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
願

　
　
多
吃
ン
ぐ
鼠
祈

　
』
㌧
蛇
　
　
．
轟
戦
麟
，
　
、
全

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安

織
篶
憶
　
　
蹴

欝
酎
酬
　

ー
ー
i
l
，
1
ー
…
…
、
－
、
－
，
，
ー
，
」
　
業
団
地
の
開
発
が
、
商
業
を
は
じ
め
・

日
誌
と
客
市
の
発
展
の
箏
み
と
な
る

　
－
－

・
－
－
；
、
：
『
〕
ー
ヒ
ー
　
　
こ
と
を
祈
る
。

を
交
付
す
る
。
各
区
長
の
ご
活
躍
を
　
　
宮
城
県
不
忘
園
開
園
式

期
待
す
る
と
共
に
、
市
民
の
皆
さ
ま
　
　
浅
野
副
知
事
・
丹
野
生
活
福
祉
部

方
の
自
治
意
識
の
一
層
の
向
上
を
祈
　
長
が
出
席
さ
れ
、
新
し
！
、
身
体
障
害

念
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
者
療
護
施
設
に
生
れ
変
っ
た
不
忘
園

18

日
出
　
深
谷
工
業
団
地
　
　
　
　
　
の
開
園
式
が
行
わ
れ
る
。
仙
南
地
方

　
　
　
　
　
　
　
　
安
全
祈
願
祭
　
　
唯
一
の
身
体
障
害
者
の
施
設
で
あ
る
。

　
本
市
活
性
化
の
た
め
の
施
策
と
し
　
福
祉
の
後
退
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
今
、

て
企
業
誘
致
は
大
き
な
柱
の
一
つ
で
　
県
の
勇
断
に
心
か
ら
敬
意
を
表
す
る

あ
る
。
そ
の
条
件
整
備
と
し
て
深
谷
　
と
と
も
に
、
管
理
者
と
し
て
こ
の
施

工
業
団
地
を
造
成
す
べ
く
、
市
の
土
　
設
の
運
営
に
更
に
努
力
し
な
け
れ
ば

地
開
発
公
社
に
依
頼
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
ら
な
い
。

　
地
権
者
の
方
が
た
の
ご
協
力
を
得
　
2
3
目
術
　
新
日
本
観
光
地
百
選

議
会
よ
り
十
四
億
六
千
万
円
の
債
務
　
　
　
　
　
　
　
　
　
表
　
彰
　
式

負
担
行
為
の
承
認
を
受
け
て
い
る
。
　
　
読
売
新
聞
主
催
で
選
ん
だ
「
新
日

　
す
で
に
二
社
よ
り
進
出
の
申
し
入
　
本
観
光
地
百
選
」
に
宮
城
蔵
王
が
選

れ
が
あ
る
が
、
何
ら
の
事
故
も
な
く
　
ば
れ
、
帝
国
ホ
テ
ル
で
表
彰
式
が
あ
り

工
業
団
地
が
完
成
し
、
大
鷹
沢
工
業
　
蔵
王
山
ろ
／
・
観
光
協
議
会
会
長
と
し

団
地
に
匹
敵
す
る
大
工
業
団
地
と
な
　
て
一
市
三
町
を
代
表
し
て
出
席
す
る
。

る
こ
と
を
祈
念
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
蔵
王
を
中
心
と
し
た
観
光
開
発
は
、

　
幸
い
に
し
て
、
深
谷
工
業
団
地
と
将
来
の
本
市
に
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
を

な
る
佐
久
来
地
区
は
、
東
北
縦
貫
自
　
も
た
ら
す
で
あ
ろ
う
。

動
車
道
白
石
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
と
　
　
い
ま
ま
で
蔵
王
と
い
え
ば
山
形
と

国
道
4
号
に
近
く
、
原
材
料
や
製
品
　
い
わ
れ
て
ス
ミ
の
方
に
お
か
れ
て
い

の
運
搬
に
最
適
の
条
件
を
そ
な
え
た
　
た
宮
城
蔵
王
が
は
じ
め
て
市
民
権
を

工
業
団
地
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
　
得
た
も
の
と
た
い
へ
ん
喜
ん
で
い
る
。

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
き
あ
た
か
も
蔵
王
リ
ゾ
ー
ト
地

　
一
日
も
早
く
工
業
団
地
が
完
成
し
、
区
基
本
計
画
が
県
お
よ
び
一
市
三
町

各
工
場
の
繰
業
に
よ
っ
て
、
一
人
で
　
に
よ
り
策
定
中
で
あ
る
。
こ
の
基
本

も
多
く
の
人
の
就
業
の
場
が
確
保
さ
　
計
画
の
実
施
に
大
き
な
援
軍
を
得
た

れ
る
こ
と
を
望
む
と
と
も
に
、
本
工
　
と
い
う
喜
び
で
い
っ
ぱ
い
で
あ
る
。
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融、

鶴
購
韓
書
”
指
導
婁
轟

自
禰
粛
公
民
館
長
・
自
禰
薦
図
書
蝕
小
原
分
館
長

自
石
市
体
育
指
導
委
員
と
し
て
次
の
二
十
名
の
方
が
た
に
体
育
の
指
導

を
お
願
い
い
た
し
ま
し
た
。

　
任
期
は
昭
和
六
十
二
年
四
月

ま
で
の
二
年
間
で
す
。

一
日
か
ら
昭
和
六
十
四
年
三
月
三
十
一
日

　
白
石
市
公
民
館
長
・
自
石
市
図
書
館
長
に
次
の
各
氏
が
決
ま
り
ま
し
た
。

任
期
は
昭
和
六
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和
六
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま

で
の
二
年
間
で
す
。

　
各
地
区
の
文
化
活
動
や
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
公
民
館
を
さ
ら
に
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

職

名

氏

名

住

斯

健
廣
保
険
と
厚
生
年
金
保
険
が

　
　
義
務
づ
け
ら
れ
蒙
し
た

　
4
月
か
ら
、
常
時
勤
務
す
る
人
が

三
人
以
上
い
る
法
人
の
職
場
（
飲
食

店
、
娯
楽
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
職

種
は
問
わ
な
い
）
で
働
く
入
は
す
べ

て
、
健
康
保
険
と
厚
生
年
金
保
険
の

加
入
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
健
康
保
険
と
厚
生
年
金
保
険
に
加

入
す
番
こ
と
は
、
そ
こ
で
働
く
ひ
と

り
ひ
と
り
が
安
心
し
て
仕
事
の
で
き

る
職
場
を
つ
く
る
こ
と
に
も
な
り
、

ま
た
、
職
場
と
し
て
も
優
れ
た
人
材

の
確
保
が
で
き
、
社
会
的
信
用
が
備

わ
り
、
ま
す
ま
す
の
発
展
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。

　
加
入
に
つ
い
て
の
相
談
・
お
問
い

合
わ
せ
は
、

　
仙
台
南
社
会
保
険
事
務
所

　
　
仙
台
市
一
番
町
一
ノ
四
ノ
ニ
八

　
　
〇
一
ゴ
一
（
一
工
ハ
一
一
）
山
ハ
一
　
一
　
一

　
厚
生
年
金
保
険
に
加
入
し
た
こ
と

に
伴
い
、
本
人
は
も
ち
ろ
ん
扶
養
さ

れ
て
い
る
配
偶
者
も
国
民
年
金
の
手

続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

▼
厚
生
年
金
保
険
に
加
入
し
た
と
き

　
…
1
4
日
以
内
に
「
種
別
変
更
届
（
第

　
二
号
被
保
険
者
該
当
）
」

▼
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者

　
…
3
0
日
以
内
に
「
種
別
変
更
届
」

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
市
民
課
国
民
年
金
係
へ

　
魯
㈲
二
一
一
一
内
線
一
三
三

6

体
育
指
導
委
員

〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃

山
　
田
　
八
　
郎

半
　
沢
　
克
　
美

遠
藤
盛
　
勝

会
　
田
　
弘
　
人

制
　
野
　
は
つ
ゑ

半
　
沢
　
芳
　
光

中
　
川
　
常
　
磐

佐
　
藤

浩

村
　
上

賛

松
　
野
　
泰
　
志

菊
地
久
　
雄

斎
　
藤

芳

佐
　
藤

昇

佐
　
藤
貞
　
治

日
　
下
英
　
子

村
上
　
照
　
男

武
　
田
　
文
吉

佐
藤
由
美
子

斎
　
藤

秀

半
　
沢
　
富
士
子

白
石
市
大
川
町
八
－
五

白
石
市
西
益
岡
町
六
－
二
五

白
石
市
郡
山
字
荒
屋
敷
五
七
－
一

白
石
市
寿
山
二
五
－
一
八

白
石
市
越
河
五
賀
字
鍛
冶
内
五
〇

臼
石
市
越
河
平
字
矢
尻
五
四

白
石
市
斎
川
字
上
向
山
一
一
五

白
石
市
斎
川
字
栃
久
保
三
〇

白
石
市
大
平
森
合
字
上
原
町
三
二

自
石
市
大
平
中
目
字
館
前
一
五
九

自
石
市
大
鷹
沢
大
町
字
佐
野
道
五
二

白
石
市
大
鷹
沢
三
沢
字
稲
荷
堂
一
三
三

白
石
市
白
川
津
田
字
内
堀
七
五

自
石
市
白
川
犬
卒
都
婆
字
岩
ノ
上
一

白
石
市
福
岡
長
袋
字
山
ノ
下
一
四
－
八

白
石
市
福
岡
蔵
本
字
平
屋
敷
五
－
二

白
石
市
福
岡
深
谷
字
六
角
四
二

白
石
市
福
岡
深
谷
字
鳥
越
九

白
石
市
小
原
字
新
町
一
八
ー
一

白
石
市
小
原
字
雷
神
丁
三
四
ー
と

職

名

越
河
公
民
館
長

斎
川
公
民
館
長

大
平
公
民
館
長

大
鷹
沢
公
民
館
長

白
川
公
民
館
長

福
岡
公
民
館
長

深
谷
公
民
館
長

小
原
公
民
館
長

帽
蟻
難

氏

名

大
　
槻
儀
平

村

上
　
正
　
大

高
　
橋

昭
　
義

福
　
田
　
実

壬秀

遠
　
藤

肇

斎
　
藤
幸
太
郎

日

下
　
三
　
雄

高
　
橋

利
衛

高
　
橋

利
　
衛

建

解

臼
石
市
越
河
平
字
矢
尻
五
一
－
二

自
石
市
斎
川
字
池
ノ
入
山
八
－
八

白
石
市
大
平
森
合
字
幕
内
二

白
石
市
大
鷹
沢
三
沢
字
落
合
六
四

白
石
市
白
川
内
親
字
兎
田
山
二
三

白
石
市
福
岡
長
袋
字
陣
場
が
丘
一
－
七

白
石
市
福
岡
深
谷
字
㎝
本
木
九
一

白
石
市
小
原
字
追
倉
四

白
石
市
小
原
字
追
倉
四

＝二・鼎＝国民健康保険二＝＝ニニ・

こんなときは必爾
　国民健康保険に加入したりやめる時は
　届出が必要です。
　届出は市民課の窓口でお早めに

持墾するもの
印かん、転出証明書

印かん、健保の離脱証明書

印かん、保護廃止決定通知書

印かん、保険証、母子手帳

印かん、保険証

印かん、国保と健保の保険証

覆編瀬騰縮
印かん、保険証、死亡証明書

印かん、年金証書、保険証

印かん、保険証

印かん、保険証

印かん、保険証、在学証明書

印かん、保険証

　こんなとき
蟹区町村か巌入して来た

他の健康保険をやめたとき

生活保護を受けなくなったと
き

子・どもが生まれたとき

他市区町村へ転出したとき

他の健康保険に加入したとき

生活保護を受けることになっ
たとき

死亡したとき

退職者医療制度に該当したと
き

退職者医療詣［1度に話亥当しなく
なったとき

住所、世帯主、氏名、続柄な
どが変わったとき

鶴雛粘手髄磐の市
旅行などで別個の保険証がほ
しいとき

国
呆
に
入
る
と
き

国
馨
や
め
る
と
き

そ
　
の
　
也

※問い合わせは、保健衛生課国民健康保険係へ

　　　　盈5－2111（内線132・151）

　
　
「
大
華
ヤ
：
・
③

　
森
合
・
中
目
・
坂
谷
の
三
か
村
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
ず
ひ
ら
だ
て

合
併
し
、
中
目
に
あ
る
泰
衡
館
別
名

た
い
へ
い
だ
て

大
平
館
に
基
づ
き
、
泰
衡
を
「
た
い

ひ
ら
」
と
読
み
、
こ
れ
に
「
大
平
」

の
字
を
あ
て
大
平
村
と
唱
え
た
こ
と

に
よ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
（
「
刈
田
郡

誌
」
）
。

　
森
合
（
も
り
あ
い
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
ま
あ
い
　
　
　
　
　
た
に

　
森
相
と
も
書
か
れ
、
山
合
と
か
谷

あ
い合

の
意
味
（
「
宮
城
県
地
名
考
」
）
と
い

わ
れ
、
ま
た
、
昔
八
幡
太
郎
義
家
が

当
地
方
に
下
向
し
た
時
当
村
の
西
の

峯
（
八
森
山
）
に
陣
を
敷
き
麓
の
地

を
森
合
と
唱
え
た
た
め
と
も
い
わ
れ

る
（
「
安
永
風
土
記
」
）
。

中
目
（
な
か
の
め
）

　
中
野
目
と
も
書
く
。
戦
国
時
代
に

中
野
目
日
向
と
い
う
郷
士
が
居
住
し

て
い
た
の
で
こ
の
名
前
が
つ
い
た
と

も
い
わ
れ
て
い
る
（
「
安
永
風
土
記
」
）
。

坂
谷
（
さ
か
や
）

　
阪
屋
と
も
書
か
れ
て
い
る
。
地
名

の
起
こ
り
は
坂
谷
嘉
右
衛
門
と
い
う

郷
士
が
い
た
の
で
付
け
ら
れ
た
と
い

わ
れ
て
い
る
が
明
ら
か
で
は
な
い
。

第
二
十
九
回
全
日
本
こ
け
し
コ
ン
ク
ー
ル
入
選
作
品

　

「
ゲ
、
．
適
ヌ
選
歌
　
　
　
　
　
川
股
兵
三
選

湯
の
宿
の
飾
り
ケ
ー
ス
に
並
ぶ
こ
け
し
を
見
と

れ
て
ゐ
た
り
那
須
野
の
友
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
自
石
市
　
松
島
　
綾
子

手
垢
つ
く
こ
け
し
は
な
さ
ず
遊
び
た
る
吾
娘
も

二
人
の
母
と
な
り
た
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
臼
石
市
　
石
沢
　
敏
子

嫁
ぎ
ゆ
き
し
子
の
部
屋
の
こ
け
し
に
語
り
か
け

今
日
も
タ
ベ
の
カ
ー
テ
ン
閉
ざ
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
自
石
市
　
藤
井
　
征
子

は
る
ば
る
と
海
越
え
ゆ
き
し
対
な
る
こ
け
し
絵

つ
け
の
日
々
に
折
ふ
し
憶
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
白
石
市
　
高
橋
と
し
子

を
り
あ
ら
ば
里
の
土
産
に
と
こ
け
し
を
ば
贈
る

習
ひ
を
今
に
こ
こ
ろ
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
白
石
市
　
若
桑
　
謙
一

結
婚
の
記
念
の
こ
け
し
年
古
り
て
肌
な
め
ら
か

に
光
沢
帯
び
ぬ
　
　
　
仙
台
市
　
荻
原
　
茂
信

雪
解
水
流
る
る
川
に
日
の
透
き
て
こ
け
し
ほ
ほ

え
む
橋
の
欄
干
　
　
　
白
石
市
　
太
田
み
つ
よ

友
が
描
く
こ
け
し
は
や
さ
し
目
を
向
け
て
病
み

い
る
わ
れ
の
心
慰
さ
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
白
石
市
　
佐
藤
　
歌
子

遊
歩
道
の
山
峡
ゆ
く
に
こ
だ
ま
し
て
こ
け
し
を

作
る
輔
輔
の
音
す
　
　
臼
石
市
　
山
岡
ゆ
う
子

ま
ん
さ
く
の
花
咲
く
庭
に
こ
け
し
向
け
ふ
る
里

の
山
川
を
恋
ひ
つ
つ
い
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
横
浜
市
　
今
田
　
干
芳

（
「
刈
田
郡
誌
」
）

　
地
域
内
に
は
坂
谷
古
墳
群
と
呼
ば

れ
て
い
る
古
墳
時
代
の
遺
跡
も
あ
る
。

　
県
内
に
は
大
和
町
や
山
元
町
に
も

大
平
と
い
う
地
名
が
あ
り
、
平
坦
な

地
形
か
ら
つ
い
た
地
名
と
い
う
。

　
昭
和
二
十
九
年
町
村
合
併
の
た
め

村
名
解
消
、
村
制
時
の
三
大
字
は
そ

れ
ぞ
れ
大
平
を
冠
称
し
現
行
地
名
に
。

「
第
2
9
回
全
日
本
こ
け
し
コ
・
ン
ク
ー
ル
」
に
て
募
集
し
た

短
歌
、
俳
句
、
川
柳
の
入
選
作
品
が
決
定
し
ま
し
た
。

入
選
者
に
は
、
記
念
品
を
事
務
局
よ
り
贈
る
予
定
で
す
。

　
武
傷
匂
λ
選
旬
　
　
　
　
　
鈴
木
貞
二
選

暖
や
こ
け
し
描
く
娘
の
膝
立
て
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
白
石
市
　
三
橋
　
扇
狂

念
願
の
こ
け
し
手
に
し
て
春
惜
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
白
石
市
　
高
橋
　
正
男

こ
け
し
館
出
で
て
明
る
き
芳
木
の
空

　
　
　
　
　
　
　
　
　
相
馬
市
　
武
田
　
ト
シ

春
風
や
子
の
丈
ほ
ど
の
こ
け
し
買
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
柴
田
町
　
岩
佐
　
こ
ん

新
婚
の
室
に
こ
け
し
の
夫
婦
雛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
仙
台
市
　
小
島
　
左
京

北
窓
を
ひ
ら
き
工
房
こ
け
し
挽
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
田
市
　
加
藤
と
き
子

雪
し
ろ
の
奏
で
る
軒
に
こ
け
し
挽
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
梁
川
町
　
鈴
木
　
杏
花

入
賞
の
こ
け
し
眩
ゆ
き
柿
若
葉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
仙
台
市
　
高
山
　
麦
魚

こ
け
し
橋
渡
り
若
葉
の
こ
け
し
展

　
　
　
　
　
　
　
　
　
臼
石
市
　
山
口
　
丘
刀

燕
く
る
こ
け
し
の
塔
を
目
印
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
泉
市
　
高
子
た
ち
ば
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
臼
石
市
　
斎
藤

あ
ど
け
な
い
顔
で
賞
待
つ
こ
け
し
展

　
　
　
　
　
　
　
　
　
角
田
市
　
井
上

い
つ
か
ら
か
家
族
の
顔
で
い
る
こ
け
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
仙
台
市
　
大
野

こ
け
し
祭
お
と
ぎ
の
国
に
居
る
心
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
白
石
市
　
草
野

こ
け
し
展
い
ず
れ
お
と
ら
ぬ
作
並
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
戸
市

こ
け
し
展
見
て
膨
み
し
旅
鞄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
泉
　
市
　
小
島

目
鼻
立
ち
整
う
こ
け
し
売
れ
残
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
巻
市
　
沖
田

　
　
、
川
獣
入
選
旬
　
　
　
　
鈴
木
誤
差
選

ひ
な
祭
り
こ
け
し
も
ち
ょ
っ
と
席
を
借
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
吉

三
男

修
一清

川
村
加
代
子

寿
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
智

お
湯
の
宿
御
内
儀
と
こ
け
し
好
き
で
訪
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
田
町
　
阿
部
き
く
ゑ

旅
土
産
や
っ
ぱ
り
こ
け
し
買
う
と
決
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
田
町
　
庄
司
　
柳
子

こ
け
し
だ
け
部
屋
一
杯
に
ま
だ
独
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
角
田
市
　
秋
山
　
　
渉

虻蜂取ら噂

　
ア
ブ
や
ハ
チ
の
動
き
が
活

発
に
な
る
季
節
。
ク
モ
の
巣

に
ひ
っ
か
か
っ
た
ア
ブ
と
ハ

チ
を
、
ク
モ
が
一
遍
に
二
匹

つ
か
ま
え
よ
う
と
し
て
両
方

に
逃
げ
ら
れ
て
し
ま
う
ケ
ー

　
　
　
　
あ
ぷ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
ち

ス
か
ら
「
虻
も
取
ら
ず
、
蜂

も
取
ら
ず
」
ち
ぢ
め
て
「
虻
蜂
取
ら

ず
」
と
い
う
こ
と
わ
ざ
が
で
き
た
の

で
し
ょ
う
。

　
「
欲
ば
り
す
ぎ
る
と
“
虻
蜂
取
ら

ず
”
に
な
る
よ
」
な
ど
と
言
い
ま
す

が
、
あ
れ
も
こ
れ
も
得
よ
う
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
デ
、
？
ノ

歎
篶
糞
確
ゆ
』

襲鷲ら

ず
」
罫
、
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼
、
　
㌔

　
同
様
な
意
味
の
こ
と
わ
ざ
，
｛
・

に
は
「
二
兎
を
追
う
者
は
｝
兎
を
も

得
ず
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
中
国

の
故
事
成
句
の
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ろ
さ
ぎ

実
は
ラ
テ
ン
語
の
「
一
一
匹
の
野
兎
を

追
う
者
は
両
者
を
失
う
」
か
ら
き
た

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
映
っ
た
影
の
た
め
に
実
物
を
失

う
な
」
も
、
水
に
映
っ
た
肉
を
取
ろ

う
と
し
た
犬
が
、
ロ
に
く
わ
え
た
肉

を
落
と
し
て
し
ま
う
イ
ソ
ッ
プ
の
寓

わ話
に
由
来
す
る
こ
と
わ
ざ
で
す
。

　
「
一
一
つ
の
腰
か
け
の
間
で
尻
も
ち

を
つ
く
」
は
イ
ス
取
り
ゲ
ー
ム
か
ら
7

き
た
も
の
。
西
洋
な
ら
で
は
の
「
虻

蜂
取
ら
ず
」
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。



特
別
給
付
金
の
お
知
ら
せ

　
戦
傷
病
者
等
の
妻
お
よ
び
戦
没
者
等
の
妻
の
方
に
特
別
給
付
金
（
国

債
）
が
支
給
さ
れ
ま
す
が
、
該
当
す
る
方
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
ま
だ
手
続
き
を
し
て
い
な
い
方
は
早
め
に
市
社
会
福
祉
事
務
所
で
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

一
、
昭
和
5
4
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和

　
5
8
年
4
月
1
日
ま
で
に
新
た
に
戦

　
傷
病
者
等
の
妻
と
な
っ
た
方

二
、
昭
和
娼
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和

　
5
8
年
4
月
1
日
ま
で
に
新
た
に
満

　
州
事
変
戦
傷
病
者
等
の
妻
と
な
っ

　
た
方

三
、
現
に
戦
傷
病
者
等
の
妻
と
し
て
、

　
特
別
給
付
金
を
受
け
る
権
利
を
取

　
得
し
た
方
（
昭
和
6
1
年
1
0
月
1
日

　
に
戦
傷
病
者
等
が
生
存
し
て
い
る

　
こ
と
）

四
、
現
に
戦
傷
病
者
等
の
妻
と
し
て

特
別
給
付
金
を
受
け
て
い
る
方
で
、
総
務
係
a
㈲
⊥
二

当
該
戦
傷
病
者
等
が
昭
和
58
年
4

月
1
日
前
に
平
病
死
し
た
場
合
で

　
現
在
償
還
中
の
国
債
を
全
て
償
還

　
し
た
時

五
、
戦
傷
病
者
等
が
、
昭
和
5
8
年
4

　
月
1
日
前
に
公
務
傷
病
等
に
よ
り

　
死
亡
し
、
戦
傷
病
者
等
の
妻
に
対

　
す
る
特
別
給
付
金
国
債
の
償
還
が

　
終
了
し
た
時
に
公
務
扶
助
料
等
を

　
受
け
て
い
る
妻
の
方

※
こ
こ
で
い
う
戦
傷
病
者
等
と
は
、

　
恩
給
法
等
の
第
五
款
症
以
上
の
方

　
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
市
社
会
福
祉
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
内
線
一
四

九
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

い
ま
高
齢
者
が

　
　
　
　
　
　
　
狙
わ
れ
て

い
ま
す

　
り
起
き
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
」
と
　

　
強
引
に
す
す
め
る
業
者
が
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
商
法
の
被
害
に
合
わ
【

な
い
よ
う
に
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
，

し
よ
・
フ
。

①
セ
ー
ル
ス
マ
ン
の
説
明
を
う
の
み
．

　
に
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

②
契
約
に
関
す
る
資
料
や
セ
ー
ル
ス
一

　
マ
ン
の
話
を
も
と
に
家
族
や
友
人
、
一

　
知
人
と
よ
く
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

③
商
品
の
効
能
効
果
や
使
い
方
な
ど
“

　
に
つ
い
て
は
医
師
や
専
門
家
な
ど
・

　
に
聞
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
詳
し
く
は
、

　
消
費
生
活
相
談
室

　
　
　
　
a
五
⊥
一
二
一

　
　
　
　
　
　
　
内
線
ご
一
七
へ
。

子
供
を
取
り
巻
く
環
境
は
：
…

　
今
年
は
児
童
福
祉
法
が
制
定
さ
れ

て
四
十
年
目
の
年
で
す
。
こ
の
間
に
、

子
供
を
取
り
巻
く
環
境
は
ど
う
変
わ

っ
て
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。
簡
単
に

見
て
み
ま
し
ょ
う
。

物
の
豊
富
さ
と
心
の
豊
か
さ

　
近
年
高
齢
化
が
進
み
、
ま
た
核
家

族
化
の
進
行
に
よ
り
、
誰
も
が
老
後

に
対
す
る
不
安
感
を
持
っ
て
い
る
時

代
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
増
加
す
る
高
齢
化
層
1
い
わ
ゆ
る

シ
ル
バ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
ー
の
中
に
、

企
業
は
い
ろ
い
ろ
な
販
売
戦
略
を
持

っ
て
参
入
し
て
き
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
健
康
で
誰
に
も
迷
惑

を
か
け
ず
に
生
活
を
し
た
い
と
い
う

願
い
を
持
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
に

つ
け
込
ん
だ
悪
質
な
商
法
も
横
行
し
、

次
の
よ
う
な
苦
情
や
相
談
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

O
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
長
の
推
せ
ん
と

　
い
う
こ
と
で
腰
痛
が
な
お
る
と
い

　
う
「
健
康
い
す
」
を
購
入
し
、
使

　
用
し
て
い
る
が
効
果
が
な
い
。

O
健
康
で
長
生
き
す
る
た
め
に
は
玄

　
米
食
が
よ
い
と
す
す
め
ら
れ
、
玄

　
米
を
つ
く
る
た
め
の
「
家
庭
用
精

　
米
機
」
を
購
入
し
て
し
ま
っ
た
。

O
足
の
不
自
由
な
老
人
が
、
　
「
ス
テ

　
ン
レ
ス
鍋
で
煮
炊
き
を
し
た
食
物

　
を
と
る
と
歩
け
る
よ
う
に
な
る
」

　
と
セ
ッ
ト
で
鍋
を
購
入
さ
せ
ら
れ
た
。

○
寝
た
き
り
の
病
人
に
「
磁
気
入
り

　
布
団
を
使
用
す
る
と
体
が
よ
く
な

　
戦
後
の
物
の
な
か
っ
た
時
代
か
ら

は
想
像
で
き
な
い
ほ
ど
、
生
活
用
品

は
ふ
え
ま
し
た
。
子
供
た
ち
の
中
に

は
、
日
用
雑
貨
品
や
学
習
用
品
は
も

ち
ろ
ん
、
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
、
ス
テ
レ

オ
、
オ
ー
ト
バ
イ
な
ど
を
持
っ
て
い

．
る
子
も
い
ま
す
。

　
で
は
、
子
供
た
ち
の
心
は
、
物
の

豊
富
さ
に
比
例
し
て
、
豊
か
に
な
っ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

葬
行
を
防
ぐ
家
庭
の
役
割

　
昭
和
五
十
五
年
ご
ろ
か
ら
問
題
に

　
　
　
　
・
　
　
　
　
な
っ
た
校
内

．
w
腰
－
霧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
暴
力
や
、
昭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
和
六
十
年
ご

　
　
　
　
　
鴨
　
　
　
ろ
発
生
し
た

雛熱繍

⑬
児
童
福
祉
法
照
十
周
隼

い
る
と
は
思
え
ま
せ
ん
。

　
「
昭
和
六
十
｛
年
中
の
少
年
非
行

等
の
概
要
」
　
（
警
察
庁
）
で
は
、
万

引
き
、
恐
喝
、
自
殺
が
増
え
た
と
報

じ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
非
行
を
防

ぎ
、
子
供
た
ち
の
心
の
揺
れ
や
悩
み

を
解
消
で
き
る
の
は
、
生
活
の
基
盤

と
な
っ
て
い
る
家
庭
と
い
え
ま
す
。

親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
多

け
れ
ば
多
い
ほ
ど
、
こ
う
し
た
問
題

は
少
な
く
な
る
と
い
わ
れ
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
福
祉
を

　
「
児
童
福
祉
法
」
の
理
念
は
二
つ

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
　
「
す
ぺ
て
国

民
は
、
児
童
が
心
身
と
も
に
健
や
か

に
生
ま
れ
、
且
つ
、
育
成
さ
れ
る
よ

う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
こ
と

と
、
　
「
す
べ
て
児
童
は
、
ひ
と
し
く

そ
の
生
活
を
保
障
さ
れ
、
愛
護
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
こ
と
を
目
指

す
も
の
で
す
。

　
五
月
五
日
か
ら
十
一
日
ま
で
は
、

「
児
童
福
祉
週
間
」
で
す
。
こ
の
機

会
に
、
家
族
間
や
地
域
社
会
で
の
児

童
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
ど

う
と
っ
た
ら
よ
い
か
な
ど
、
身
近
な

と
こ
ろ
か
ら
子
供
た
ち
の
福
祉
を
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

8

ヵ
メ

難
、騙
。・㎏襲璽』

　　　　　　竃蟹r　　　　，韓聾r　　、幣’響・　蹴’嵩智
’…藁話題を追つて　　蹴鰯8氣蹴漿置

餐

　　▲「元気に遊びましょうね」
　　　入園式（4月10日　第一幼稚園）

畷
　
　
　
甲
亀
　
建

　
　
　
ひ
匙
5
二

　
　
　
　
　
　
議

　
　
　
r
奮
唖
・
働
』

　
　
　
庁
竃
『

　
　
　
　
ρ
㎏
6
｝
【
始
ず
　
中
　
幅
奪

　
　
　
　
　
　
　
畝
、
、

　
　
　
㌣
産
ア

　
　
　
＾
鄭
押
“
鎚

　
　
　
｝
鴫
　
喪

無
毒
よ
裸
書
“
建
氏
活
勤
ゆ
《
あ
鶴

　
触

響覇．‘翻擁食露級鰻遮懸3鱗窮畿

稜

蓋

例舞淵財畑　　噸

欝魁

謬懸　、」樋

▲「この30年をふり返って……」
　食改30周年記念式典（4月16日　健康センター）

難」、、1謹麟

繍
、

侍擁

▲ミス未来の東北博の表敬訪間（4月16日

溜
、

寡

転
．

摩
蔭

㍗一

ヨ　　ノユつ

、
る

　
　
　
ウ
ー
轡
疑
・

　
　
　
》
角
、
蕊

　
難
．
駄
や
式

　
　
　
ち
学

響
。
入

撚

▲「結婚おめでとうございます」
婚姻届出第一号さんへ市から保険のプレゼント（4月1日

ρ
凝

諮
市民会館）

戯ゼ

　▲宮城県不忘園開園式（4月18日
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灘
療
で
闘

巻
い
醐
遡
の
ゐ
め
に

．
騨
が
ん
の
集
麟
検
診
を
薇
け
て
く
ガ
さ
い
鯉

　
乳
が
ん
は
欧
米
の
女
性
に
多
／
＼

日
本
の
女
性
に
は
比
較
的
少
な
い
と

い
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
最
近
の
食
生
活
の
西
洋

化
、
脂
肪
分
の
過
剰
摂
取
な
ど
が
原

因
で
、
日
本
で
も
一
九
八
○
年
代
に

入
っ
て
急
に
乳
が
ん
の
患
者
さ
ん
が

増
加
し
、
毎
年
五
千
人
以
上
の
方
が

亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
数
字
は
、
子
宮
が
ん
の
死
亡

者
数
よ
り
多
く
、
将
来
は
胃
が
ん
に

よ
る
死
亡
数
を
も
上
ま
わ
っ
て
、
女

性
の
が
ん
死
亡
原
因
の
第
一
位
に
な

る
の
で
は
な
い
か
と
予
想
し
て
い
る

学
者
も
お
り
ま
す
。

　
が
ん
の
発
生
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
複

雑
で
す
か
ら
、
「
が
ん
に
な
ら
な
い
予

防
法
」
は
確
立
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が

早
期
発
見
と
早
期
冶
療
に
よ
っ
て
、

が
ん
に
う
ち
克
つ
こ
と
は
可
能
な
の

で
す
。

　
乳
が
ん
は
身
体
の
表
面
近
く
に
で

き
る
の
で
、
胃
が
ん
や
子
宮
が
ん
と

違
っ
て
、
自
分
の
手
で
触
れ
、
目
で

見
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
特
徴
が

あ
り
ま
す
。

　
自
己
検
診
法
を
お
ぼ
え
て
、
ふ
だ

ん
か
ら
気
を
つ
け
て
い
れ
ば
、
自
己

発
見
も
可
能
で
あ
り
、
し
か
も
小
さ

い
う
ち
に
み
つ
か
る
の
で
、
手
術
に

よ
っ
て
完
全
に
治
し
て
社
会
復
帰
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
た
と
え
乳
が
ん
で
あ
っ
て
も
、
直

径
が
ニ
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
（
一
円
硬

貨
）
以
内
で
あ
れ
ば
一
〇
〇
パ
ー
セ

ン
ト
近
く
治
せ
ま
す
し
、
場
合
に
よ

っ
て
は
筋
肉
を
残
し
て
、
乳
房
成
形

術
を
す
る
こ
と
も
可
能
に
な
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
皆
さ
ん
、
胃
が
ん
や
肺

が
と
比
較
し
て
治
り
や
す
い
乳
が
ん

と
い
え
ど
も
、
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

以
上
に
な
っ
て
、
骨
や
肺
、
肝
に
転

移
し
て
し
ま
う
と
、
も
う
全
身
に
ち

ら
ば
っ
た
が
ん
細
胞
を
制
圧
す
る
こ

と
は
不
可
能
で
す
。
レ
ン
ト
ゲ
ン
も

抗
が
ん
剤
も
無
効
で
す
し
、
ど
こ
の

大
病
院
に
行
っ
て
も
治
す
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

　
手
術
時
の
腫
瘍
（
し
こ
り
）
の
大

き
さ
が
、
そ
の
患
者
さ
ん
の
運
命
を

決
定
す
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　
三
〇
歳
以
上
の
女
性
で
、
・
乳
房
内

　
皆
さ
ん
が
土
地
を
売
買
す
る
際
地

．
価
の
指
標
に
し
て
い
た
だ
く
た
め
国

土
庁
は
、
毎
年
全
国
の
標
準
的
な
土

に
コ
ロ
ッ
と
し
た
「
し
こ
り
」
の
あ
ユ
地
を
選
ん
で
地
価
二
平
方
メ
ー
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

る
方
は
す
ぐ
外
科
医
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。
「
乳
が
ん
の
症
状
」
は
、
痛

み
で
も
肩
こ
り
で
も
な
く
て
、
小
さ

い
、
か
た
い
、
ゴ
ツ
ゴ
ツ
し
た
「
し

こ
り
」
が
触
れ
る
こ
と
が
唯
一
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

集
団
検
診
の
時
に
、
保
健
婦
さ
ん

れ
ば
正
し
い
地
価
の
目
安
で
す
。

ル
当
り
）
を
調
査
し
四
月
初
め
に
そ

の
価
格
を
発
表
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
地
価
公
示
価
格
は
、
正
常
価

格
と
い
い
、
売
り
手
に
も
買
い
手
に

も
片
寄
ら
な
い
も
の
で
、
言
っ
て
み

が
「
自
己
検
診
法
」
を
て
い
ね
い
に

説
明
し
ま
す
か
ら
、
毎
月
一
回
づ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

実
行
し
て
く
だ
さ
れ
ば
自
分
の
乳
房

の
形
や
か
た
さ
が
わ
か
り
、
小
さ
い

異
常
な
「
し
こ
り
」
を
発
見
で
き
亙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
わ
が
白
石
市
で
は
、
毎
年
七
月
上

旬
に
対
が
ん
協
会
と
の
連
携
で
乳
が

ん
の
集
団
検
診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

受
け
付
け
は
健
康
セ
ン
タ
ー
内
、
保

健
衛
生
課
で
五
月
か
ら
行
な
い
ま
す
。

　
ま
だ
一
度
も
受
け
た
こ
と
の
な
い

方
、
母
や
姉
妹
に
乳
が
ん
の
家
族
歴

の
あ
る
方
は
ど
う
ぞ
こ
の
機
会
に
一

人
で
も
多
く
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
都
合
の
悪
い
方
は
刈
田
病

院
の
乳
腺
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
毎
週
火
・

金
曜
日
）
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
公
立
刈
田
綜
合
病
院

　
　
　
外
科
医
長
　
熊
谷
　
暢
夫

　
今
年
度
市
内
三
地
点
の
地
価
公
示

は
、
次
表
の
と
お
り
で
す
。

　
な
お
、
全
国
の
地
価
公
示
価
格
を

知
り
た
い
方
は
、
ど
な
た
で
も
簡
単

に
ご
覧
に
な
れ
ま
す
の
で
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
秘
書
企
画
課
企
画
係

（
内
線
三
二
六
）
へ
お
尋
ね
く
だ
さ

プ0

土地取引価格のめやす

〈地価公示価格〉

駅
の
離

露
ら

臼
か
距

麗辺の土地

利幣現況
変動率

1搬2当り鰯跡各

王1621161
地
窪

準標
所

1．3km

一般住宅が
多い住宅地
域

　％

0．9

　　　円

32．800

　　　　円

32．500
4
前
－

石
寺
～

臼
南
1
6

1．4km〃0．823．80023、600

ぞ
山
1
6

石
　
～

白
寿
2
0

200m
小
健
業

の
力
商

層
舗
ぶ

低
店
並
域

中
売
ち
地

1．9164．000161．000
卜
目
3

石
　
～

白
沢
8

◎
が
翻
◎
鴎

慮
佐
と
う脚伊沢　秀子さん（大平）

【
材
料
】
　
（
4
人
分
）

　
と
う
ふ
㎜
9
、
小
麦
粉
2
0
9
、
長

ね
ぎ
如
9
、
ピ
ー
マ
、
！
8
0
9
、
に
ん

じ
ん
8
0
9
、
し
ら
す
⑳
9
、
卵
ー
コ
、

削
り
ぶ
し
、
し
ょ
う
が
少
量
、
し
ょ

う
ゆ
小
き
じ
4
、
塩
小
さ
じ
2
、
み

り
ん
大
さ
じ
4
、
だ
し
汁
、
揚
げ
油
。

【
作
り
方
】

①
と
う
ふ
は
ふ
き
ん
に
包
ん
で
水
け

　
を
切
り
、
四
ッ
切
り
に
し
つ
ぶ
す
。

（
㎝
）
ピ
ー
マ
ン
、
に
ん
じ
ん
を
み
じ
ん

　
切
り
し
、
熱
湯
を
く
ぐ
す
。
し
ら

　
す
も
熱
湯
を
く
ぐ
し
て
諭
く
。

③
①
の
中
に
②
を
良
く
混
ぜ
割
り
ほ

　
ぐ
し
た
卵
、
小
麦
粉
を
少
量
ま
ぜ

　
塩
、
こ
し
ょ
う
を
入
れ
、
丸
型
に

　
ま
と
め
て
、
か
た
め
に
水
と
き
し

’，ふ

　
た
小
麦
粉
を
つ
け
、
削
り
ぶ
し
を

　
つ
け
て
熱
い
油
（
拗
度
C
）
で
揚

　
げ
る
。

④
ナ
ベ
に
し
ょ
う
ゆ
、
み
り
ん
、
塩

　
だ
し
汁
を
入
れ
て
煮
つ
け
、
つ
け

　
汁
を
作
る
。

⑤
皿
に
と
う
ふ
を
盛
っ
て
、
お
ろ
し
．

　
し
ょ
う
が
と
小
口
切
り
に
し
た
長

　
ね
ぎ
を
そ
え
、
つ
け
汁
を
そ
え
る
。

〔
応
用
〕

⑤
に
ね
ぎ
、
し
ょ
う
が
を
使
わ
ず
、

　
だ
し
汁
に
水
と
き
し
た
か
た
く
り

　
粉
を
入
れ
て
あ
ん
か
け
に
し
て
も

　
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
ま
す
。

鱗
轡
存
無
で
す
墾
攣
）

本
当
に
よ
い
の
か
：

あ
な
た
自
身
の
食
生
活
を
診
断
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

一
●
朝
ご
は
ん
を
毎
日
き
ち
ん
と
食
べ

　
て
い
ま
す
か
…
…
は
い
・
い
い
え

●
毎
日
、
に
ん
じ
ん
や
ほ
う
れ
ん
そ

　
う
な
ど
緑
や
黄
の
濃
い
野
菜
を
食

　
べ
て
い
ま
す
か
…
は
い
・
い
い
え

●
毎
日
、
生
野
菜
や
、
柑
き
つ
類
な

　
ど
の
果
物
を
食
べ
て
い
ま
す
か

　
　
　
　
　
…
…
…
は
い
じ
い
い
え

●
ほ
と
ん
ど
毎
食
、
肉
か
魚
、
大
豆

　
製
品
ま
た
は
卵
を
食
べ
て
い
ま
す

　
か
…
…
…
…
…
…
は
い
・
い
い
え

●
牛
乳
を
毎
日
飲
ん
で
い
ま
す
か

　
　
　
　
　
　
　
…
は
い
・
い
い
え

●
ス
キ
ム
ミ
ル
ク
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
、

　
チ
ー
ズ
な
ど
を
毎
日
食
べ
て
い
ま

　
す
か
…
…
…
…
…
は
い
・
い
い
え

●
植
物
性
油
を
使
っ
た
料
理
を
1
日

　
1
回
以
上
食
べ
て
い
ま
す
か

　
　
　
　
　
　
…
：
は
い
・
い
い
え

●
運
動
を
日
課
に
と
り
入
れ
て
い
ま

　
す
か
…
…
…
…
…
は
い
・
い
い
え

●
塩
辛
い
食
事
を
ひ
か
え
る
よ
う
に

　
し
て
い
ま
す
か
…
は
い
・
い
い
え

●
加
工
食
品
や
即
席
食
品
を
ひ
か
え

　
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
か

　
　
　
　
　
…
…
：
は
い
・
い
い
え

（
採
　
点
V

m
占
㎜
満
占
㎜
「
は
い
」
　
－
つ
の
『
－
占
…
レ
」
す
る
。

A
9
～
1
0
点
大
変
よ
い
　
B
7
～
呂
点
よ
い

C
5
～
6
点
少
し
悪
い
　
D
5
点
未
満
悪
い

◎
い
か
が
で
し
た
か
。
本
当
に
良
か
っ
た
方
は
ま

ず
安
心
。
予
想
外
と
い
う
方
は
、
早
速
問
題
点
の

解
決
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

調査日：昭和62年4月1日i1日　自石市

　備　　考

昇品目1マーガ
ン、カレーライ

　ペーマネント

　灯油、レギュ
ンガソリン、軽

消費生活モニター調査結果
を揃服桧比

△0．3

△5．9
△19．1

△6．8

△6．0

　1．0
△5、6

△1，3
△10．2

△3．7

翻平均緬格

　　267円

　　267

　　387

　　218

　　149

　　190

　　232

　　383

　　147

　　216

0．6

3．1

2、4

4．6

6．1

1．5

1．2

0，7

一
△

△

　457
1，600

5、400

　838
　　850

　　126

　　79

4．613

平　均　億

　　　262円

　　　251

　　　313

　　　203

　　　140

　　　192

　　　219

　　　378

　　　132

　　　208

　　1，275

　　　460

　　1，550

　　5，533

　　　877

　　　902

　　　128

　　　　80

　　4．578

最　低　薩

　　　258円

　　　198

　　　198

　　　168

　　　108

　　　185

　　　188

　　　360

　　　　88

　　　118

　　　960

　　　450

　　1，500

　　5，000

　　　S50

　　　850

　　　123

　　　　75

　　4．320

緬
　
円

　
8
0

島　
一
2

星

　280

　370

　230

　150

　208

　250

　390

　158

　248
1，495

　500
1，700

6，000

　900

　950
　　130

　　85

5，070

　　銘柄・規格
上　自　糖　　　　1kg

上級濃ロポリ容器入り14

ポリ容器入り　　　7001〕

薄力　粉　　　　1kg

並　　食　　　　1袋

ソワトカFレトン入り225g

紙容器入り　　　1，000cぐ

カルトン入り　　　2259

400枚（200組）紙箱入り

幅30cm・長・さ20m曳一巻）
ポリ塩‘ヒビニリテ『ン

綿、化繊用　粒状無リン、紙霜入り　4．1kg

並　　食　　　　一皿
小学生調髪

名

　糖

品

砂
．

1
由
　
由

一
つ
　
ゾ

よ
　
ラ

し
サ

ラ
】

3
粉麦

、
〆

小

食
◎
一
響

　
5

4

マーガ
～

b
　
『

7．牛　　 乳

8．パ　タ　ー
9．　テ｛ツシュペーパー

10．ラ　ッ　ブ

　
文
ロ

ヨ
　
価

　
頭

　
店

ル

　
8

コ

1理1配達料込み）

12　　　　現　金

1ぞ　　　　現　金
10㎡　（気体）

11．洗濯用合成洗剤

12．カレーライス

13．理　髪　料
工4，　バーマネン　ト孝斗

15．灯　　　油

16，しギュラーガソリン

17．軽　　　油

18，フ）ロ将ンガス

　　　　　　　　〆

”



5妬

圃

鴎

題

賜

花
火
を
つ
く
っ
て
30
年

小
関
捷
郎
さ
ん
（
5
4
歳
）

　
　
▽
白
石
市
大
平
森
合
字
御
所
の
内
一

　
県
内
に
は
、
白
石
、
岩
沼
、
仙
台
、
古
川
に
そ
れ
ぞ
れ
4
入
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
つ
　
お

花
火
業
者
が
お
り
ま
す
が
、
今
月
は
市
内
在
住
の
小
闘
捷
郎
さ
ん

を
訪
れ
、
花
火
の
つ
く
り
方
を
う
か
が
0
ま
し
た
。

　
花
火
師
と
し
て
小
関
さ
ん

は
3
代
目
。
お
じ
い
さ
ん
が

東
京
の
花
火
の
二
大
メ
ー
カ

ー
で
あ
る
「
玉
屋
」
　
「
か
ぎ

屋
」
の
「
か
ぎ
屋
」
で
修
業

　
し
、
明
治
2
3
年
白
石
に
帰
り
花
火
屋

　
を
は
じ
め
ま
し
た
。

　
　
花
火
は
、
火
薬
と
色
火
剤
を
混
ぜ

　
の
り
を
入
れ
て
練
り
、
小
さ
な
玉
に

　
し
て
乾
燥
さ
せ
た
「
星
」
と
呼
ば
れ

講勲雛

鼠　ノ

秘　
　
　
よ
う
に
入
れ
、
中

　
　
　
央
に
「
星
」
を
飛

　
■
ヤ
　
｝讐

　
　
び
散
ら
す
割
薬
を

　
　
　
つ
め
た
も
の
を
二

　
　
　
つ
つ
く
り
、
こ
れ

　
　
　
を
合
わ
せ
て
球
型

、
纏
宿
畿

　
　
　
に
し
、
紙
で
は
り

’
耀
塾
“
合
わ
せ
て
で
き
あ

　
　
一
が
り
ま
す
。

　
　
　
　
こ
れ
を
打
ち
上

轍
げ
用
の
置
火
薬

を
入
れ
た
花
火
筒
に
入
れ
て
点
火
す

れ
ば
、
き
れ
い
な
花
火
が
夜
空
に
開

き
ま
す
。

　
「
ま
ん
丸
く
広
が
る
花
火
を
つ
く

る
方
が
む
ず
か
し
い
で
す
ね
。
一
見

む
ず
か
し
そ
う
で
す
が
、
枝
垂
れ
柳
、

の
花
火
の
方
が
気
楽
に
つ
く
れ
ま
す
」

　
「
打
ち
上
げ
る
と
丸
く
広
が
る
も

の
な
ど
を
伝
統
花
火
と
呼
び
、
五
輪

の
マ
ー
ク
な
ど
特
殊
な
型
を
描
く
も

の
を
創
造
花
火
と
い
い
ま
す
。
創
造

花
火
の
デ
ザ
イ
ン
は
む
ず
か
し
い
で

す
ね
」

　
火
薬
は
火
が
な
く
て
も
衝
撃
だ
け

で
爆
発
す
る
こ
と
も
あ
る
の
で
細
心
・

の
注
意
が
必
要
で
す
。
だ
い
ぶ
前
に

一
回
だ
け
爆
発
事
故
で
火
傷
を
し
た

こ
と
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
臼
石
の
花
火
大
会
に
打
ち
上
げ
ら

れ
る
花
火
や
、
ス
タ
ー
マ
イ
ン
も
小
・
r

関
き
ん
の
手
づ
く
り
。

　
「
花
火
は
乾
燥
に
苦
労
し
ま
す
。

火
力
乾
燥
が
で
き
ま
せ
ん
か
ら
ね
」

と
、
仕
事
の
合
い
聞
に
冗
談
を
い
う

小
関
さ
ん
の
趣
味
は
ハ
ン
テ
ィ
ン
グ
。
，

　
農
業
と
兼
業
の
花
火
づ
く
り
な
の

で
多
忙
の
毎
日
で
す
が
、
後
継
者
の

息
子
さ
ん
に
技
術
を
指
導
中
と
の
こ

と
。
今
年
も
夜
空
を
い
ろ
ど
る
き
れ
。

い
な
花
火
を
見
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
N
H
K
の
大
河
ド
ラ
マ
独
眼
竜
政

、
宗
に
ち
な
ん
で
「
郷
土
史
ア
レ
コ
レ
」

も
こ
れ
に
関
係
し
た
こ
と
を
書
い
て

ー
み
た
い
と
思
う
。
政
宗
の
片
腕
と
い

’
わ
れ
た
小
十
郎
景
綱
に
つ
い
て
は
、

』
そ
の
出
身
や
若
い
時
の
経
歴
は
詳
し

・
く
は
わ
か
ら
な
い
面
が
多
い
。
伊
達
・

占
片
倉
両
家
に
伝
わ
る
記
録
や
系
図
に

よ
る
と
先
祖
は
信
濃
国
（
長
野
県
）

・
か
ら
奥
州
に
下
り
天
文
年
間
景
綱
の

　
　
　
　
　
　
か
げ
と
き

〔
祖
父
小
八
郎
景
時

と
い
う
人
が
伊
達

、
晴
宗
（
政
宗
の
祖

、
父
）
に
仕
え
、
長

ゴ
い
の
し
ょ
う
み
や

’
井
庄
宮
村
（
山
形

、
県
川
西
町
小
松
）

に
領
地
を
拝
領
し

．
た
と
い
う
。
景
綱

も
宮
で
生
れ
た
と

一
い
わ
れ
、
今
も
片

、
倉
館
跡
と
い
う
の

『
が
あ
る
と
い
う
。

．
こ
の
景
時
の
嫡
男

　
か
げ
ち
か

郷霊鯉アレ灘レ

、
は
景
親
（
別
名
頼
高
、
隠
居
し
て
意

休
齊
）
と
い
い
、
晴
宗
の
部
将
と
し

て
武
勇
の
誉
れ
が
高
か
っ
た
。
次
男

　
　
　
　
　
　
し
き
　
ぷ
　
か
げ
し
げ

が
景
綱
の
父
式
部
景
重
で
米
沢
郊
外

の
成
島
八
幡
社
の
神
官
を
勤
め
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぺ
り
と
う
で
ら

・
た
。
成
島
八
幡
社
の
別
当
寺
は
真
言

宗
竜
宝
寺
で
、
当
時
の
神
官
は
別
当

、
寺
の
管
理
下
に
あ
っ
た
か
ら
身
分
的

に
は
あ
ま
り
高
い
も
の
で
は
な
い
。

　
（
な
お
こ
の
竜
宝
寺
は
政
宗
に
よ
っ

て
仙
台
に
移
さ
れ
大
崎
八
幡
社
の
別

当
寺
に
な
り
現
存
）
。

　
小
十
郎
景
綱
が
天
正
三
年
（
一
五
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぼ
ん
て
ん
ま
る

七
五
）
伊
達
輝
宗
か
ら
梵
天
丸
（
政

宗
）
の
側
小
姓
を
命
じ
ら
れ
た
が
最
．

　
ド
　
　
　
　
　
　
　
ホ
　
ち

初
は
二
人
扶
持
と
い
う
軽
輩
と
し
て
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
ゆ
や
く

仕
え
た
。
小
十
郎
を
政
宗
の
守
役
に
・

推
挙
し
た
の
は
お
そ
ら
く
輝
宗
の
宿
、

　
　
　
　
　
　
や
ま
し
ろ
を
の
ぷ

老
だ
っ
た
遠
藤
山
城
基
信
で
な
か
っ
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
ん
で
ん

た
か
。
基
信
は
米
沢
の
修
験
僧
金
伝

　
　
　
　
　
　
　
坊
の
子
で
、
は
じ
．

⑳

遠藤基信と小十郎景綱

め
伊
達
家
の
重
臣

中
野
宗
時
に
仕
え

て
い
た
が
輝
宗
に

見
出
さ
れ
て
輝
宗

の
家
臣
と
な
り
家

老
に
な
っ
た
才
人

で
あ
る
。
小
十
郎

の
父
が
米
沢
八
幡
一

社
の
神
官
を
や
っ

て
い
た
こ
と
や
、

本
家
の
片
倉
氏
の

所
領
地
宮
に
同
家
．

　
　
　
　
み
ょ
う
お
う
い
ん

の
祈
祷
所
明
王
院
と
い
う
の
が
あ
り
、

羽
黒
山
系
の
修
験
寺
で
あ
っ
た
と
〕

い
う
か
ら
、
修
験
出
身
の
基
信
は
早

く
か
ら
小
十
郎
の
こ
と
を
知
っ
て
、

そ
の
優
れ
た
才
能
を
見
こ
ん
で
輝
宗
月

に
推
挙
し
た
の
だ
ろ
う
。
基
信
が
政

宗
の
補
佐
役
と
し
て
小
十
郎
に
期
待

し
た
見
通
し
は
み
ご
と
に
的
中
し
た
、

わ
け
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
（
市
史
編
さ
ん
室
）

ノ2

イ
ド
ル

アわが家の

＿菰論
璽、爆圃婦

　新山美樹ちゃん、陽介ちゃん
　　　　　　　　　　（弓示早台良β）

　実さん、正美さんの次女、長男

　ママからひとこと

　“男の子は男らしく、女の子は

　　女の子らしく元気に育ってネ

市
民
文
芸

　
な

轡
癖

赦
轡
ゆ
が
麟

　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
鶏
岬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ
ー

　
　
翻
欝

、
．
纏
惣

底雌灘勲

　
　
　
、
轡
㌍
黙

　
　
　
　
壽
毒

ガ
デ
ぎ
　
　
　
　
ご
ぎ
な

〔
投
稿
さ
れ
る
方
へ
〕
毎
月
十
五
日
ま
で
に
一
人
三
首
、
封
書
ま
た
は

ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
を
明
記
の
う
え
、
市
総
務
課
総
務
係
（
白
石
市

字
桜
小
路
3
5
）
へ
。
短
歌
・
俳
旬
の
併
記
は
不
可
。

歌
　
　
壇

亡
き
妻
の
命
日
近
し
十
三
回
忌
を
迎
え
て
し
ば
し
遺

影
を
見
つ
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
橋
本
　
夜
潮

国
の
た
め
挺
身
隊
に
発
つ
級
友
を
見
送
り
し
日
も
春

の
雪
降
り
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
崎
　
澄
子

旅
に
出
ず
湯
治
も
な
さ
ず
働
き
し
亡
母
顕
つ
夜
を
小

雪
降
り
つ
ぐ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
赤
柄
　
と
し

あ
た
た
か
き
青
島
の
ホ
テ
ル
に
受
話
器
取
れ
ば
こ
ち

ら
吹
雪
と
夫
の
声
す
る
　
　
　
　
　
　
山
田
　
　
濱

若
草
の
色
つ
や
や
か
な
春
キ
ャ
ベ
ツ
ニ
つ
摘
み
た
り

淡
雪
か
き
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
村
　
静
恵

紅
白
の
餅
を
つ
く
り
て
離
れ
住
む
孫
の
誕
生
日
に
招

か
れ
て
行
く
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
高
子
　
右
近

幾
た
び
か
孫
の
誕
生
に
出
合
う
た
び
吾
は
い
つ
ま
で

も
若
く
あ
り
た
し
　
　
　
　
　
　
　
　
太
田
　
敏
子

雪
を
掃
く
夫
と
元
気
に
挨
拶
を
交
す
登
校
の
子
ら
の

声
は
明
る
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
ひ
で

「あそんだこと」

かみお　ゆかり　（大鷹沢小1年

先
生
の
書
風
ひ
と
き
わ
輝
や
き
て
受
賞
の
作
に
わ
れ

は
見
入
り
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
岡
ゆ
う
子

眠
り
よ
り
さ
め
て
顔
出
す
ヒ
ヤ
シ
ン
ス
花
匂
ふ
日
を

楽
し
み
に
待
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
い
く

　
　
　
　
「
評
」
一
首
目
、
妻
が
逝
っ
て
早
や
十
三
回
忌
を
迎

　
　
　
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
若
く
写
っ
て
い
る
妻
の
遺
影

　
　
　
に
作
者
は
在
り
し
日
を
偲
ぶ
、
歌
は
飾
ら
な
く
と
も

　
　
　
真
実
で
あ
れ
ば
読
む
も
の
を
感
動
さ
せ
る
も
の
で
あ

　
　
　
る
。
二
首
目
か
ら
五
首
目
ま
で
春
の
雪
に
か
か
わ
る

　
　
　
歌
で
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
が
う
ま
く
表
現
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
挺
身
隊
に
発
つ
友
を
見
送
っ
た
日
も
春
の
雪
が
降

　
　
　
っ
て
い
た
。
働
き
ど
う
し
だ
っ
た
母
を
思
う
夜
を
小

　
　
　
雪
が
降
り
つ
ぐ
、
同
じ
雪
に
か
か
わ
る
歌
で
も
そ
れ

　
　
　
ぞ
れ
の
立
場
、
環
境
、
経
験
に
よ
っ
て
表
現
が
違
っ

　
　
　
て
く
る
。
推
敲
を
重
ね
て
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
川
股
兵
三
選

わたし，乳）

　か轡粉勿

議噸

制瓶
慰

・
講
騨

　
　
　
　
ヤ
冨
乏
　
許
綾

　
　
　
　
　
　
麟

ψ
葬
よ

望
ヤ

礼
．
蕊

俳
　
　
壇

不
機
嫌
な
春
風
邪
の
夫
も
て
あ
ま
す
　
青
木
　
良
子

　
　
　
　
（
評
）
春
風
邪
は
あ
な
ど
り
が
ち
で
あ
る
が
、
か
え

　
　
　
　
っ
て
長
引
く
も
の
で
あ
る
。
癒
え
た
と
思
い
外
出
す

　
　
　
る
と
ま
た
も
ど
る
。
夫
の
不
機
嫌
き
を
も
て
あ
ま
し

　
　
　
て
い
る
奥
さ
ん
で
あ
る
。

通
院
の
夫
に
思
は
ぬ
春
の
雪
　
　
　
岡
崎
澄
子

　
　
　
　
（
評
）
毎
日
通
院
す
る
夫
に
思
い
が
け
な
い
ど
か
雪

　
　
　
が
降
っ
た
。
通
院
も
ひ
る
み
が
ち
に
な
っ
て
し
ま
っ

　
　
　
た
大
雪
で
あ
る
。

改
良
の
種
子
名
貼
出
す
種
苗
店
　
　
　
鈴
木
鉄
二
郎

　
　
　
　
（
評
）
種
子
は
年
々
改
良
さ
れ
て
ゐ
る
。
今
年
も
改

　
　
　
良
の
新
品
種
と
し
て
店
頭
に
掲
示
さ
れ
た
。
た
の
し

　
　
　
み
で
も
あ
る
。

春
先
に
嬰
児
よ
ち
よ
ち
歩
き
初
む

白
鳥
の
羽
ば
た
き
強
く
引
く
日
待
つ

春
雪
の
傘
に
触
れ
つ
つ
消
え
に
け
り

春
の
雪
車
さ
け
つ
つ
人
の
列

芝
を
焼
く
淡
き
煙
の
夕
空
に

庭
石
を
濡
ら
し
す
ぐ
消
ゆ
春
の
雪

さ
ざ
ん
花
の
雪
こ
ぼ
し
つ
つ
小
鳥
翔
っ
川
村

　
　
◎
五
月
は
五
月
二
十
四
日
㈲
中
央
公
民
館
で
行
い
ま
す
。

　
　
　
兼
題
　
新
茶
、
田
掻
、
油
虫
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
貞
二
選

草
野
美
沙

日
下
　
　
文

佐
藤
周
子

近
内
　
キ
ヨ

高
橋
和
歌
子

加
藤
　
か
つ

　
　
　
静
恵

「おしゃれなかいじゅう」

けいとく　だいすけ（白一小2年
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　　　　　　　「心の豊かさ。を考えてみませんか

　　　　　　　　　　　　　「自分を幸せに。してみませんか

1　　　　　　　　　●白石市中央公民館● 「＼
　h

料理講座
種々の季節料理を学び、食生活を豊
かにする。

。期間　6月～12月（14回）

　　　月2回（第一月曜日と第三
　　　土曜日）“10：00～12：00

。対象　市民25名

・会場　中央公民館
・会費　月1，000円

　　　（ほかに材料代実費）
・講師　かつみ料理学院

　　　　　佐藤くに氏

万葉の世界
日本の代表的古典である万葉集を通
し、古代人の息吹にふれ生活に潤い
をもたせる。

間
　
象
場
費
　
師

期
　
対
会
会
　
講

6月～12月（7回）
月1回（月曜日）RM1：30～3＝00

市民30名

中央公民館
月500円

（ほかにテキスト代実費）

元白石女子高校教諭

　猪狩とも氏

エアロビクス講座

エアロビクスを通じて美容と健康の
増進と受講生相互の親睦を図る。

。期間　6月～7月（8回）

　　　毎週水曜日
　　　AM10：00～11：30
。対象　市民30名

・会場　中央公民館

・会費　3，200円（8回分）

・講師　岡田美栄子MDグループ
　　　エアロビクスインストラクター

　　　　　八巻奈美子氏

ー
！
ー
ー
ー
ー
ー
ζ
k
．

コルフ教室 切 絵 講 座

切絵の基礎的な技術を学び、創作す
るよろこびや楽しさを知る。

・期間　6月～7月（5回）

　　　毎週木曜日
　　　AM10：00～11：30
・対象　市民25名

・会場　中央公民館
。会費　2，500円（5回分）

　　　（ほかに実技材料代等実費）

・講師　元臼石中学校校長

　　　　　小岩庄一氏

！！

“

成・壮年期の体力の向上と相互の親
睦を図る。

。期間　6月～7月（12回）

　　　毎週月・水曜日
　　　P盛｛7：00～9：00

・対象　市民15名

。会場　ゴルフ場
・会費　1万円（12回分）

　　　（ほかに実技料金実費）
．講自而　　プロゴルファー

　　　　　佐藤豊氏

※詳しくは、 中央公民館にお問い合わせください。

★第11圓子どもまつり

　次代を担う市内の少年が一堂に

会して「子どもまつり」を開催し

野外活動、レクリエーション等を

実施することにより、少年の豊か

な人間形成と相互の交流を深める。

●日時5月31日（日）午前8時30分

●会場　益岡公園西側芝生広場

　　　（雨天のときは中央公民館〉

●対象者　市内各小学校1～6年生

15

　　　　　　　　　　　　　　　月

★鴎ミリ硬写機操作按術講習会

　16ミリフィルムの映写技術を習

得するもので、終丁者には認定証

が与えられます。

●期日

●会場

①6月3日（水）～5日㈹3日間

午後5時30分～午後9時

②6月23日（火）～24日（水〉

　2日間午前9時～午後4時

白石市中央公民館

　（電話4－5377、6－2453）

※①か②のどちらかを受講してください。

☆エアロビt鼻’ゴズ・サークル

ー春です。シェイプアップの季節です。

長～い冬の運動不足と夏へのステ

キなプロポーションづくりへ、貴

方も参加してみませんか？

●日時　毎週火曜日

　　　　午後7時30分～9時
●場所　中央公民館
●会費　1回500円（初回は無料です）

※詳しくは八巻美智子（電話5－0145）

　までお問い合わせください。

　　　　　　　　　　健康と教養はあなたの手で

蘇鐸鑓纏金教腎祉餐傭育事業灘施謙磁

事　　　業　　　名

じ・鈴南民対象事業

公民館利用説明会

学校体育施設利用説明会

河北美術展仙南展

16ミリ映写機操作技術講習会

〃

子ども会成人指導者研修会

非行防止推進大会

白石地区球技大会

臼石市健康まつり

第59回白石市民体育大会

家庭教育指導者研究協議会

市民文化祭

青少年健全育成白石市民のつどい

新春囲碁将棋大会

公民館まっり

ゴルフ教室

切絵講座

高山植物観察会

蔵王清掃登山

期霞

4月20日

4月28日

4月20～24日

6月3～5日

6月23～24日

6月28日

7月3日

7月12日

7月26日

10月10日

10月20日

11月1～3日

11月26日

2月7日

3月4～7日

6月～7月

6月～7月

（未定）

（未　定）

場所

中央公民館

市役所
中央公民館

中央公民館

中央公民館

中央公民館

中央公民館

中央公民館
　　　他
自石中学校
　　　他
白　石　川

緑地公園

中央公民館

中央公民館

中央公民館

中央公民館

中央公民館

ゴルフ場

中央公民館

事　　　業 名

》

第11回子どもまつり

ジュニアリーダー初級研修会

名作映画鑑賞会

ジュニアリーダー中級研修会

子ども会ソフトボー1レ大会

ジュニアリーダー上級直刑1萎会

少年スキー教室

成入式

わんぱく少年教室

婦人一泊研修会

はじめて3歳児をもつお母さん学級

明日の親のための学級

就学児をもつお母さん学級

料理講座

万葉の世界

エアロビクス講座

・撃τ、趾ξ勤享

高齢者大学

期　自

5月31日

7月28～30日

8月9日

8月11～13日

8月30日

12月25～27日

1月5～7日

1月15日

7月～1目

9月12～13日

6月～7月

10月～11月

2月～3月

6月～12月

6月～12月

6月～7月

6月～11月

場所

園
年
家
館
年
家
小
岳
家
王
場
館
館
他

公
劣
蝦
劣
ニ
ケ
の
蓼
蝦
蝦

岡
王
然
央
王
然
石
　
年
や
キ
央
央

益
蔵
自
中
蔵
自
臼
泉
青
み
ス
中
中

中央公民館

中央公民館

中央公民館

中央公民館

中央公民館

中央公民館

中央公民館

中央公民館

地区別各種掌纈開設計画

地区名

白石

越河

斎lll

大平
大鷹沢

白川

福岡

深谷

小原
計

．響駿

○

O
○

O
O
○

○

0
O
9

李姦

O

○

○

O

4

粥嵩
学

○

O

○

3

学幼緩

O

1

謹器齢

0

1

歯家鞄q、’・・一ボー・レ公認審判轟

　責格認定講習会のお知らせ
〉日時

＞会場

〉内容

〉講師

》受講料

レ申込締切

6月14日（日）

　8時40分～16時

白石市中央公民館

講義・筆記テスト・実技

テスト

宮城県体育指導委員協議会

理事長　川島兵介先生

　1，500円〔テキスト・保険料）

　　5月25日（月）

〉申込先　自石市教育委員会社会

　　　　　教育係　盈5－2111

　　　　　　　　　内線411・412

※ただし受講希望者が20名以下の

　場合は講習会を中止いたします。

☆福岡公民館鍵管理者の

　　　　　　変更のお知らせ

　5月1日から福岡公民館の鍵管

理者が次のように変わります。

》鍵管理者　斎藤幸太郎

自石市福岡長袋字陣場が丘！－7a5－2533

’4



翻「こどもポ∫rl一キャンプ1

　『87みやぎなか3募集中，／

〉実施期間　　7月22日（弱～8月8日出

　（各4日間、5回に分けて実施）

〉募集期聞　5月1日～6月15日

〉なかまの募集人員　各回50名

　　小学校3・4年生………250名

〉参加費用　負担金　30，000円

1〉キャンプ地

　　福島県相馬郡鹿島町

　　（助ハーモニティセンター

　　　　　　　「相馬ポニー牧場」

　主催宮城県青年の船友の会

※詳しくは社会教育係へ

繭一みやぎ少年の船q8ア

｝未来にはばたけ！みやぎっ子一

　　　　　団員募集中

1〉主催　宮城県青年の船友の会

〉実施期日　昭和62年8月14日働

　　　　～18日（火）4泊5日

レ募隻団員　県内小学校5・6年生450名

〉参加負担金　48，000円（事前研

　　　修費18，000円、ユニフォーム代含む〉

〉訪問先　α〉富士山　（ロ澄呂遺跡

〉使用船　にっぽん丸（10，450㌧）

※詳しくは社会教育係へ

些噴趣6饗蓄二、度

青少年の海外派遣事麹」つい㌃

　外国青少年の考え方や習慣を学

び、さらに日本や日本文化を紹介

することにより、相互の理解を深

め、将来の国際化社会を担う青少

年の健全な育成を目的としていま

す。

＜資料請求・問い合せ・申込み＞

　爾国際青少年研修協会

　〒160東京都新宿区四谷2－11

　魯03－359－8421

騒洩 城県技能開発センタ 一

　　ら月4）各種講習案内

　技能向上や新しい分野での知識

や資格を身につけたい方は、ぜひ

この機会に受講しましょう。

1　マ
！貿ゴ

〔新　館〕　3K、3DK6，蹴～7，400円7戸

〔越　河〕　3K　　　3，000円　　　3戸

〔寿　山〕　2K　　　5，蜘円　　　3戸

〔緑が丘〕　3DK　　14，500－18，000円10戸

〔城　南〕　3DK　22，00D～23，1ぬO円2戸

※市役所建設課で、随時申し込み

受付します。

置陸上競枝公認資格講習会

　白石川河川敷の400mトラックを

もつ公認グランドが8月に完成す

る予定です。陸上競技が盛んにな

ると共に、運営のための公認審判

員の増員をはからなければなりま

せん。陸上競技協会では公認審判

資格講習会を次のとおり開催いた

します。

〉日時　5月9日（土）午後1時半～

〉場所　白石市中央公民館

（実技は5月17日白高第ニグランド）

》主催　白石市陸上競技協会

〉講師　宮城県陸上競技協会

〉申込先　教育委員会社会教育係

　費5－2111内線412または5－2849鈴木

※陸上競技未経験者も可。

※申し込み金500円を当日受付へ

　納入してください。

嘉東亨消防庁消防官亨，阜

　東京消防庁では昭和63年3月卒

業見込者・既卒者を対象に昭和62

年度消防官採用試験を実施します。

　詳しくは下記まで問い合わせ・1

ださい。

　東京都千代田区大手町一丁目3－5

　東京消防庁人事部人事課採用係

　費03（212）2111　内線4435

講習　内容
ワープロ講座

パーソナ1いコンピューダ（初級）

有接点シーケンス制御基礎

制御用コンピュータ

板取り展開図法

旋盤基本作業

金属工芸〔初級）

旋盤技能検定「実技」準備

2級仕上げ技能検定「学科」準備

半自動溶接技術検定受験準備

木彫（初級）

籐工芸（初級）

装塗芸工

インテリア・デザイン基礎

建築基礎講座・建築施工コース

建築基礎講座・建築計画コース

期　間

5月8日～
　6月6日
5月8日～
　5月29日
5月14日～
　6月1日，

5月8日～
　6月26日
5月16日～
　6月20日
5月7日～
　5月15日
5月15日～
　6月26日
5月28日～
　6月19日
5月15日～
　5月29日

ノ7

5月21日～
　5月29日
5月12日～
　6月2日
5月23日～
11月21日

5月12日～
　5月20日
5月9日～
　7月25日
5月9日～
　5月16日
5月23日～
　5月30日

　く問い合せ先＞

宮城県技能開発センター
開発援助課費022－362－2254

）
、
ド

　
瀞
，

4
、
－

L
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～

ド　 、心り一
』藍』1

＼冨1’　r

　愛鳥週間
（5月10日～16日）

轍パソコン入門講座・簿記

検定準備講座受講生募集
〔パソコン入門講座〕

○内容　初めてパソコンに触れる

　方を対象に、ペソコン操作の基

　礎、簡単なプログラム知識等を習

　得していただく入門コースです。

○日時　　5月19・21・26・28日、6月2・4日

　の6日間　午前9時～12時

○定員　10人

○受講料　7，000円

臼簿記検定準備講座〕

○内容　6月に実施される日商簿

　記検定3級の合格を目指す方の

　ための実力養成講座です。

○日日寺　5月20・22・27・29日、6月3・5・10

　・12日の8日間　午前9時～12時

○定員　15人

○受講料　9，000円

1〉会場　仙南地域職業訓練センター

　　　　（柴田町船岡）

》締切り　5月13日1水）ただし定

　員になり次第締切ります。

〉申込み方法　葉書または電話で

　仙南地域職業訓練センター事務

　局（柴田町大字船岡字照内1番

　地の9・奮0224－57－1501）へお

　申し込みください。

聾第櫛圓白石市民吹嚢楽面定期海奏会　6月ア臼曹　白石粥中輿公鶴館

1・ l　7　テ君ノ酵

　　　　接誌生募集につ、、、て

　健康な赤ちゃんの誕生はみんな

の願いです。母体の健康と赤ちゃ

んの発育のために、妊娠中の食事

について学びましょう。

〉日時　5月16日（土）、7月18日（土）

　　　　午前9時30分～午後1時

》受付　午前9時30分～9時40分

〉場所　健康センター

〉内容　映画・調理実習

〉持参する物　エブロン・米0．5含

　当日材料代として31）0円集めます。

　受講希望の方は保健衛生課へ5

月13日（水）まで申し込んでください、

奮5－2m内線137・138

韻千代絵教室
レ日時昭和62年5月13日〔水）

　　　　午前10時～12時

＞内容　和紙のレリーフ、　“千代

　絵”童女（花摘み）　見本あり

＞受講料　無料

〉教材費　1，400円

〉持参するもの　はさみ、めうち、

　セロテープ、ボンド、おてふき

※5月11日まで働く婦人の家へお

申し込みください。

慰手芸教室
〉日時昭和62年5月27日（オ9

　　　　午前9時30分～12時

〉内容　真珠の三輪ネックレス製作

〉受講料　無料

〉教材費　2，500円

〉持参するもの　はさみ

※5月23日まで働く婦人の家へお

申し込みください。

書 館一

Jぎデで力擁妻ぐだ、さ蔓、轡

　　　獅1繍 1も開館しーーぴ

O全日曜日開館　ただし、10月1

　日から10月10日、年末年始の間

　の日曜日は休館します。

索鉾館日のおしらせ

　5月4日（月）　乖辰替f木日

　　※野草展は開催しています。

　5月5日（火）子どもの日

　5月30日（土）月末館内整理日

　6月30日（火）　　　〃

ノ5㌔月の特集

I　O”歴史と民俗をたずねる旅”

　旅の楽しみは人さまざま。それ

　ぞれの地方の歴史と民俗（民具、

　郷土玩具、郷土料理、伝説、昔

　話など）をたずねて、楽しい旅

1　を考える本を中心に集めてみま

　　した。

O子ども室では

　自然観察とスポーツなど戸外で

楽しむ本を中心に集めてみました。

　ご家族そろってご利用ください。
ド

1★春の野草庫
○日時　5月2日（土）11100～17：00

　　　　　　3日（日）　9：00～17：00

　　　　　　4日1月）　9：00～15：00

0場所　臼石市図書館

○主催　白石植物愛好会

暑
匂

勺
を
一

○開館時問　午前10時～午後4時

O静かに読書のできる部屋もあり

　ます。ぜひご利用ください。

貞子ども草花あそひノ）毒

　野や山の身近な草花で楽しい草

花あそびをしませんか！

O日時　　5月4日（月｝午前10時～12時

　　　　（受付9時30分から）

O場所　自石市図書館

O対象　小学生、親と子、ご家族づれ

O講師　白石植物愛好会会員

O募集人員　40名

O当日持ってくるもの切り出し』

　ナイフ、はさみ、えんぴっ、メ

　モ用紙、ビニール袋（できあがっ

　た作品を入れる）

※5月1日（金）まで図書館雪6－3004

へお申し込みください。無料です。
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自石市字桜i小路35，

噺「わが家の味』発刊

　白石市食生活改善推進員会では、

「広報しろいし」掲載10年を記念

して、昔の味、今の昧、そしてあ

なたの昧、わたしの味を紹介して

きた「わが家の味」をこのほど冊

子にまとめ発刊いたしました。

　ご希望の方には、原価（1，000円）

でおわけいたします。よい食生活

を残しながら、健康づくりをして

いくための参考にどうぞ！

〔連絡先〕白石市保健衛生課

　　　奮5－2111（内線137、138）

壷春i季行政絹談週間

　　　5月博日～5月16臼

　4月1日付で白石市行政相談委

員に福田実誘さんが委嘱されまし

たので沿知らせします。

〉自石市行政相談委員（2名）

氏　名

福田実王秀

佐藤きみ子

住　　所

大鷹沢三沢字落合64

大平森合宇上久保53

誘電

5－2447

5－3093

窟第5！回君北美術展仙南農

　日本画・洋画・彫刻100点余を

一堂に集め展示いたします，，

〉会期　5月20日（水）～24日〔日）

（ll旦24日11111二謝

〉会場　白石市中央公民館

＞入場料　一般・大学生　300円

　　　　小・中・高校生　　200円

〉主催白石市・白石市教育委員会

　　河北新報社・河北文化事業団

〉後援角田市教育委員会・大河原
　町教育委員会・臼石文化協会・
　臼石市芸術愛好会
詳しくは社会教育係へ。

「現況届」は今月中に！
　今月は、旧国民年金の障害年金、

母子‘準母子）年金、遺児年金、寡

婦年金を受けている方の現況届を

提出する月です。なお該当者には

直接連絡いたします。

畢　董と盲典芸酵のつどい
　　域の駐・　のわ鮮1房、髭

〉日時　5月10日（日）12時～

〉場所益岡公園

〉特別出演　伊達藩ゆかりの喜多流能

　　　　　佐々木宗生氏

　　　　　登別市三曲会

レお茶席　500円

※雨天の場合　勤労青少年ホーム

競県民相談室、のこ荊馬案内

　県政についてのご意見、要望、

苦情はありませんか！

　消費生活上のトラブル、交通事

故などで困っている方がたの相談

窓口として「県民相談室」を設け

専門の相談員が親切にあなたの話

をお聴きします，⊃電話や手紙でも

結構です。お』気軽にご利用ください。

1〉設置場所　大河原地方県事務所

　大河原町字南129－1（合同庁舎内）

　費0224－53－3111　内線220

〉相談日毎週月・火・木・金
　　　　　　か　と　の
〉相談員名　上遠野　運重

ブ9
☆白二6符5民携詳奎つり　誓5同2旺1熱1慈乏祭　 31三1添．》

勺章弛霧 l二一、♪貝γのお知らせ

　臼石市にお・ける資料館建設の計

画にっいては、基本的な計画はあ

りますがまだ具体的内容までは決

定していません。

　最近、市内の一部地域において

資料館建設に伴う協力といって物

品等の寄附要請をしている方があ

ると伺っております。

　この件について、市役所・市教

育委員会は一切関係しておりませ

んのでお知らせ致します。

奇巴　鶏用排上各ての

　水難i事轟v萱5　ぎまし、　う！

　昨年も農業用用排水路でのこど

もの水難事故が起きています。

　痛ましいこどもの水難事故を防

ぐためこどもたちだけで用排水路

やため池で遊ばないように注意し

あいましょう。

令農イ乍守勿をン東霜害から痛】ろう！

　5月中旬までは、凍霜害発生の

おそれがあります。重油、古タイ

ヤ燃焼法等により、防止につとめ

ましょう。

　なお、その際必ず消防署に届出

（a5－2259でも可）をしてくださ

いo

　　　今月の納税

固定資産税第1期分・軽自動

車税です。納期内に納めまし

　一　　　　　　　　　　　　　　　
よフo

電話加入権の公売について

　市税の滞納処分による電話加入

権の公売を5月下旬に実施する予

定です。公売日時・場所・公売電

話加入権数・公売価額等にっいて

は、5月中旬に市役所前の掲示場

に公売の公告をしますので、購入

希望者はご覧ください。

　なお、詳しくは市役所税務課管

理徴収係25－2111（内線143）に問い

合わせてください。

　　　火災参』　わ徳財1、
　　去る、2月28日の大平小学校火

　災に際しましては、次の皆さまか

　ら心あたたまるお見舞をいただき、

　まことにありがとうございました。

教材備品等購入に活用させひた

だきます。

1大平地区民代表村上錬太郎様、　

　白石市小中学校児童生徒教職員一l

同様、大河原管内小中学校児童生i

　徒教職員一同様、白石郵便局職員・

一同様、蔵王町長様、七ヶ宿町長
　　　　　　　　　　　　　　　1
1様、大場利明様（岩出山町）、東北

　日通工株式会社様、太平食品工業l

l株式会社東北工場様、村上満商店1
』

様、予防医学サービスセンター様、
　

喧
i

有限会社三和商会様（仙台市）、株

；式会社エコー設備工業様、大伸産l

l業株式会社様（仙台市）、實商株式

会社様（仙台市）・刈田白石地方木

i材組合様、高橋甚兵衛様、春秋会

1様（仙台市）、フジタ工業㈱仙台支

「店様、青文産業有限会社様（山形’

　県河北町）

畢厚月1日から電話，苧

　　　　ご紅り便利になり袋す

　　臼石グループ（白石市・蔵王町・

　七ヶ宿町）内の通話が市外局番な

　しでスピーディにかけられます。

　〉自石グループ内の通話

　　　　0224②⑤一②D皿）
　〉白石グループ外からの通話

　　　塑畿一塑
　　　　市外局番　市内局番　　電話番号

　　プッシュ式電話機で自石市、蔵

　王町、七ヶ宿町の電話番号を登録

　している場合は、新電話番号に登

　録替えのうえご利用ください。

現在および変更後の市外・市内局番

変更後

　會　昏　佃　恥　軸　一　む　捗　施　羽　ヨ　起　旧　堅　騒

官公庁だより
　劇　国　Il　動　一　 い晦　重　邑 　J　助　依　藷　冒　Φ

薩1こけし絵ほかきを発げi、 ます

　第29回全日本こけしコンクール

が5月3日から7日まで市民会食官

で開催されます。これを記念して

こけしの絵入りはがきが白石郵便

局等で発売されます。

　美しいタトウに入った3枚1組

で180円です。

　なお、自石地域郵趣会とN　T　T

テレホンカード友の会では、この

記念絵はがきとテレホンカードを

組み合わせた記念タトウを限定

1，000部（1部1，200円）こけしコ

ンクール会場で発売します。

鳶公共施設の整備に役立つ

　郵優局の簡易保険積立金

　皆さんが加入している郵便局の

簡易保険積立金は、学校・道路等

の公共施設の建設資金として還元

融資され、地域社会の発展と住民

福祉の向上に役立っています。

　昭和61年度の市内における融資

対象事業と融資額は次のとおりです。

東中学校校舎新築事業　10，240万円

公共下水道事業　　　　10，490万円

平栗山崎線道路改良事業1，300万円

市町名

臼石市

蔵王町

七ヶ宿町

現　在

外
番

市
局

02242

02243

02243

内
番

市
局

・3

7

⇒

外
番
一

市
局

0224

内
番

市
局

24・25

26・27

28・29

32・33
34

37

菊面石線道路改良事業　　2，760万円

都市計画事業　　　　　3，880万円

林道平線開設事業　　　　　760万円

その他　　　　　　　　　　380万円

禽家内労働旬間

　労働省では、5月21日から31日

まで「家内労働旬間」を実施して

います。本年は「家内労働による

災害の防止と最低工賃の履行確保」

という2つの目標を掲げで実施す

ることとしております。

※家内労働法等についてのご相談は、

大河原労働基準監督署費0224－53－

2154、または宮城労働基準局賃金

課費022－221－61111内線235、236）

／＼o

片禽小十郎広鐘展（蔭宗と引＋帥　　5月3日臼る5臼・天

麟南識，干1．li開き

レ期日　5月23日（土）～5月24日（日）

＞宿泊場所　七ナ宿町横川民宿

1〉募集人員　50名

レ会費　6，000円

レ・日牽呈　〈5月23日（土）〉

　白石駅前観光案内所＝午後4時

　20分集合＝午後4時30分出発

　　　〈5月24日（日）＞

　起床5＝00→民宿発5130→硯石6：

　00（朝食）→不忘山11：00→南屏

　風岳12：00（昼食）→杉ケ峰14：00

　→刈田峠15：00→自石16：30（予定）

　（前夜祭）キャンプファイヤー

〉申し込み　5月16日（土）まで白石

　市観光案内所曾6－2042、4－5915

　へお申し込みください。（定員に

　なり次第〆切ります）

〉携行品　雨具、キャラバンシュ

　ーズ、着替、洗面用具、水筒

〉主催　自石市、七ヶ宿町、臼石

　市観光協会、七ヶ宿町観光協会

レ後援　白石営林署、白石警察署、

　宮城県観光連盟、仙台市観光協

　会、宮城蔵王山麓観光協会

※詳しくは、白石市商工観光課a

　5－2111（内線336）へどうぞ。

翻昭和62年度青衛鋤脇力塚

　　　春募集のお築目らせ

　協力隊はアジア・アフリカ・中

近東・中南米・南太平洋の開発途

上にある国々に対して技術・技能

を身につけた健全な青年を派遣し

各国の国づくりに協力しています。

　協力隊では62年度春の隊員を募

集しています。

〈問合せ先〉

　青年海外協力隊事務局

　〒150東京都渋谷区広尾4－2－24

　歪｝　　03－400－7261

たばこは市内で買いましょう

NTT白石電報電話局　　　　　　　　　　　ノ8
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休目急患当番医
月日
5。／3

4
5

10
17
24
31

内 科

柿崎医院（5）2210
亘理医院〔5）8501
大沼医院15）2502
広瀬医院（5）0238
三浦クリニック　（5）6854

柿崎医院15）2210
亘理医院15）8501

外 科

斎藤医院15）1222
刈田病院（5）2145
朝倉病院（5）2101
銭谷医院（5）2010
宮城医院（6）2062
加藤（大）医院　（5）2653

綴
っ
て
お
く
と
便
利
で
す
。

堤　医　院15）1181

　　南中生が清掃奉仕活動
　4月15日、南中学校の全校生徒
が学区内の国道4号沿いを3キロ
にわたって清掃しました。
　ゴミの持ち帰り運動など盛んに
呼びかけられているのですが……
　さて、あなたのドライブマナー
唾は大丈夫？

※都合により変更になる場合もあります。

談
（5月分）

切ノ
与幽’

　　静

も

一
、戴、

熾脳翫、謹
　　　　　　　　　　照麟

蝦撃欄．
蟹、、詫・　’㌧　燃

欝
、
晦

懇…欝欄

御廟を清掃するやまぶき会員

　政宗ブームに伴ない片倉家御廟
を訪れる観光客が増えています。16

ミリ映写やゲートボールの審判な
ど社会教育活動を続けているやま
ぶき会員が御廟周辺の清掃に一役。

　観光客の印象を良くしようとし
ての奉仕活動でした。

4

　　カん　　イ　　デ

　　胸，
　　塗　　　　　肇「
　　ド　　ド　　ま
　　／　　蕊纏
　　イ＾　　　　　　　　　　　　〆　　召
　　ぐ■　｛
　　り’

　　向　置

　　　　　　瀕・純鞭隅三

新入学児童を事故から守ろう！

　このほど新入学児童を対象に交
通安全を訴えるチラシや黄色いヘ
ンカチなどが、交通安全母の会・

交通安全協会会員らの手で配布さ
れました，、ピッカピカの1年生の
みなさん！　「1、・そいでも、きちん

とみましよう、みぎ、ひだの」

騒

相談区分

市長相談

人権擁護
相　　談

行政相談

生活相談

社会保険
相　　談

税務相談

消費生活
相　　談

補聴器巡回

サービス

婦へ相談

無料法律
相　　談

身障者
相　　談

青少年
相　　談

相談日

15

15

15

15

6・25

15

15

　
　
金

5
　
　
　
く

1
週
列

　
毎
月

リオン

14・28

ニホン

　22

15

15

11

　
　
金

5
　
木

1
週
応

　
毎
肝

時　間

10二〇〇～

　12：00

10；00～

　15：00

10：00～

　15：00

10：00～

　15：00

10：00～
　12：1）0

9：30～

　15：00

10130～

　15：00

10：00～

　15：00

13：00～

　14：00

10：00～

　11：00

10：00～

　15：00

10：00～

　15：00

9：00～

　15：00

9：00～

　17：00

場　　所

白石市役所
1階市民室

白石市役所2階

第2会議室

臼石市役所2階

第2会議室

白石市役所2階

第2会議室
自石市役所1階
消費生活相談室

臼石市役所3階

第3会議室

白石市役所2階

第2会議室

自石市役所1階
消費生活相談室

福祉事務所

白石市役所2階

第2会議室

白石市役所4階

第4会議室
白石市役所3階

第3会議室
白石市役所4階
青少年相談

　　センター

内　　容

市行政に対する質問、
要望等について、川井
市長が直接相談に応じ
ます。

結婚、離婚、遺産相続、

借地借家、雇用差別待
遇間題等

国や県、市など役所の
行う仕事について困っ
ていることや希望等

市民の日常生活上の困
りごと

健康保険、船員保険、
厚生年金など

相続や贈与、土地売買
に関する税金、法人の
税金などの相談

買物苦情、消費生活一
般

補聴器の修理、調整な
ど

家庭内の人聞関係や異
性との間題等で悩んで
1、ユる女性の方

法律にっいての困りご
と

身俸障害者薄弱者の生
活、職業、結婚等

子供の教育上の相談
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